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秋
麗
の
候
、
公
益
社
団
法
人
板
橋
法
人
会

の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
盛
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、
板
橋

税
務
署
長
を
拝
命
し
、
仙
台
国
税
局
課
税
第

一
部
次
長
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
紙
屋

で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
署
長
の
堰
楽
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
税
に
関
す

る
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
高
揚
の
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
あ
っ
て
も
、
各
種
説
明

会
の
開
催
の
ほ
か
、
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
川

柳
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
地
域
社
会
に
密
着
し

た
事
業
や
社
会
貢
献
活
動
を
数
多
く
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、平
野
会
長
を
は
じ
め
、

役
員
の
方
々
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
熱
意

と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
24
年
創
設
の
歴
史
あ
る
貴
会
が
、
良

き
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域
全
体
に
お
い

て
活
発
に
活
動
さ
れ
る
こ
と
で
、今
後
と
も
、

地
域
企
業
と
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢

献
し
、
公
益
法
人
と
し
て
の
目
的
を
達
成
さ

れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
私
ど

も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
貴
会
と
の
相
互
信
頼
・

　
秋
麗
の
候
、
公
益
社
団
法
人
板
橋
法
人
会

板
橋
税
務
署
新
任
署
長
ご
挨
拶

協
調
関
係
を
一
層
強
固
な
も
の
に
し
て
い
け

る
よ
う
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
国
税
庁
の
使
命
は
、「
納
税
者
の
自
発
的

な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実

現
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
使
命
を
果
た

す
た
め
、
板
橋
税
務
署
に
お
い
て
も
、
納
税

者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
適
正
・
公
平
な
課
税
・

徴
収
の
実
現
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
の
で
、税
務
行
政
に
お
い
て
も
、

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
税
庁
全
体
と
し
ま
し
て
は
、
令

和
３
年
６
月
に
「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン-

税
務
行
政

の
将
来
像
２.

０-

」
を
公
表
す
る
な
ど
、
経

済
社
会
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
等

を
踏
ま
え
、
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
、
非

対
面
の
納
付
手
段
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
が
利
用
で
き
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
を
行

い
、
書
面
の
納
税
証
明
書
を
税
務
署
窓
口
又

は
郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
や
電
子
納
税
証
明

書
（
電
子
フ
ァ
イ
ル
）
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
お
っ
て
、
消
費
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
５
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控

除
の
方
式
と
し
て
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方

板橋税務署長 紙屋　正文

変化する社会に
対応した
税務行政の推進

か み や             まさ ふみ
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福
井
県
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趣
味
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特
技
：
散
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ベ
ー
ゴ
マ
を
回
せ
る
こ
と

■
好
き
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言
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：
至
誠

     部門・役職名           氏　　名 　　　　　　              　　　　　　　前　　任

署長    　 紙屋　正文 仙台国税局・課税第一部・次長

副署長（個人担当） 　　 柳田　啓市 留任

副署長（法人担当） 　　 水野　雅史 国税庁・相互協議室・企画専門官

副署長（総務担当） 　　 小宮山　豊 柏税務署・総務課・総務課長

特別調査官（法人） 　　 真部　和弘 相模原税務署・特別国税調査官（法人）・特別国税調査官

総務課長 　　 坂本　朝博 松戸税務署・総務課・総務課長

特別調査官（法人） 　　 久保　浩文 留任

特別調査官（法人） 　　 三谷　　到 川崎北税務署・法人課税第１部門・統括国税調査官

法人１統括官 　　 出原奈都子 向島税務署・法人課税第１部門・統括国税調査官

法人２統括官 　　 本間　　浩 立川税務署・法人課税第２部門・統括国税調査官

法人３統括官 　　 小島　大助 留任

法人４統括官 　　 田中　宏明 杉並税務署・法人課税第３部門・統括国税調査官

法人５統括官 　　 山口　直和 留任

法人６統括官 　　 坂本　　勉 神田税務署・法人課税第 12 部門・統括国税調査官

法人７統括官 　　 原田　達成 留任

審理専門官（法人） 　　 松本日出男 留任

審理上席（法人） 　　 川原　正之 板橋税務署・法人課税第６部門・上席国税調査官

審理上席（源泉） 　　 児玉　清則 留任

副
署
長
（
法
人
担
当
）

み
ず
の  

ま
さ
し

水
野
雅
史

出身地：千葉県
趣味・特技：ダイエットと
　　　 デカ盛りの店探し
好きな言葉：成り行き
　柏署総務課長からの転任で
す。８年振りの板橋署勤務と
なり、光栄に思っています。
会の皆様のお役に立てるよう
努力する所存です。

出身地：埼玉県
趣味・特技：街並み散策
好きな言葉：資源は有限、
　　　　 工夫は無限
　この度の異動で松戸署から
参りました。板橋署勤務は２
回目となります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

出身地：大阪府
趣味・特技：読書
　　　　　　世界遺産
好きな言葉：正々堂々
　この度の異動で向島署より
転任して参りました。１年間
どうぞよろしくお願いいたし
ます。

副
署
長
（
総
務
担
当
）

こ
み  

や  

ま
ゆ
た
か

小
宮
山
豊

出身地：東京都
趣味・特技：スポーツ観戦
　　　　　 映画鑑賞
好きな言葉：明けない夜は
　　　　 　ない
　先の見えない時代ですが、板
橋法人会の皆様と共に乗り越え
ていきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

出身地：神奈川県
趣味・特技：日帰り温泉巡り
　　　　　　　釣り
好きな言葉：為せば成る
この度の異動で立川署より参
りました。２度目の板橋署の勤
務になります。この１年間どう
ぞよろしくお願いいたします。

出身地：東京都
趣味・特技：映画鑑賞
好きな言葉：健康第一
この度の異動で杉並署から

転任して参りました。１年間
どうぞよろしくお願いいたし
ます。

出身地：神奈川県
趣味・特技：ハイキング
　　　　 料理
好きな言葉：一期一会
　この度の異動で神田署から
転任して参りました。どうぞ
１年間よろしくお願い申し上
げます。

出身地：和歌山県
趣味・特技：釣り
好きな言葉：知的であれ、
　　　　　　清潔であれ
　研修や行事等を通じ、法人会の
皆様との関係がより良いものとな
るよう努力してまいります。１年
間よろしくお願いいたします。

総
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坂
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か
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ま
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ゆ
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新任のご紹介／ご挨拶

式（
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
）」が
開
始
さ
れ
ま
す
。

事
業
者
の
方
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た

め
に
は
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
に
な
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
で
、
ま
だ
登
録
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
早
め
の
登
録
申
請

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
税
務
署
で
は
、
説

明
会
を
開
催
し
、
制
度
の
内
容
を
十
分
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
・
広
報
す
る
な

ど
、
円
滑
な
制
度
の
導
入
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の

更
な
る
利
用
拡
大
を
は
じ
め
、
税
務
行
政
全

般
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
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に
当
た
り
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
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終
息
を
切
に

願
う
と
と
も
に
、
公
益
社
団
法
人
板
橋
法
人

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
と

ご
家
族
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を

祈
念
い
た
し
ま
し
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着
任
の
挨
拶
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だ
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。
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よ
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の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
、
非

対
面
の
納
付
手
段
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
が
利
用
で
き
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
を
行

い
、
書
面
の
納
税
証
明
書
を
税
務
署
窓
口
又

は
郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
や
電
子
納
税
証
明

書
（
電
子
フ
ァ
イ
ル
）
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
お
っ
て
、
消
費
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
５
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控

除
の
方
式
と
し
て
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方

板橋税務署長 紙屋　正文

変化する社会に
対応した
税務行政の推進

か み や             まさ ふみ

■
出
身
地
：
福
井
県

■
趣
味
・
特
技
：
散
歩

                        

ベ
ー
ゴ
マ
を
回
せ
る
こ
と

■
好
き
な
言
葉
：
至
誠

     部門・役職名           氏　　名 　　　　　　              　　　　　　　前　　任

署長    　 紙屋　正文 仙台国税局・課税第一部・次長

副署長（個人担当） 　　 柳田　啓市 留任

副署長（法人担当） 　　 水野　雅史 国税庁・相互協議室・企画専門官

副署長（総務担当） 　　 小宮山　豊 柏税務署・総務課・総務課長

特別調査官（法人） 　　 真部　和弘 相模原税務署・特別国税調査官（法人）・特別国税調査官

総務課長 　　 坂本　朝博 松戸税務署・総務課・総務課長

特別調査官（法人） 　　 久保　浩文 留任

特別調査官（法人） 　　 三谷　　到 川崎北税務署・法人課税第１部門・統括国税調査官

法人１統括官 　　 出原奈都子 向島税務署・法人課税第１部門・統括国税調査官

法人２統括官 　　 本間　　浩 立川税務署・法人課税第２部門・統括国税調査官

法人３統括官 　　 小島　大助 留任

法人４統括官 　　 田中　宏明 杉並税務署・法人課税第３部門・統括国税調査官

法人５統括官 　　 山口　直和 留任

法人６統括官 　　 坂本　　勉 神田税務署・法人課税第 12 部門・統括国税調査官

法人７統括官 　　 原田　達成 留任

審理専門官（法人） 　　 松本日出男 留任

審理上席（法人） 　　 川原　正之 板橋税務署・法人課税第６部門・上席国税調査官

審理上席（源泉） 　　 児玉　清則 留任

副
署
長
（
法
人
担
当
）

み
ず
の  

ま
さ
し

水
野
雅
史

出身地：千葉県
趣味・特技：ダイエットと
　　　 デカ盛りの店探し
好きな言葉：成り行き
　柏署総務課長からの転任で
す。８年振りの板橋署勤務と
なり、光栄に思っています。
会の皆様のお役に立てるよう
努力する所存です。

出身地：埼玉県
趣味・特技：街並み散策
好きな言葉：資源は有限、
　　　　 工夫は無限
　この度の異動で松戸署から
参りました。板橋署勤務は２
回目となります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

出身地：大阪府
趣味・特技：読書
　　　　　　世界遺産
好きな言葉：正々堂々
　この度の異動で向島署より
転任して参りました。１年間
どうぞよろしくお願いいたし
ます。

副
署
長
（
総
務
担
当
）

こ
み  

や  

ま
ゆ
た
か

小
宮
山
豊

出身地：東京都
趣味・特技：スポーツ観戦
　　　　　 映画鑑賞
好きな言葉：明けない夜は
　　　　 　ない
　先の見えない時代ですが、板
橋法人会の皆様と共に乗り越え
ていきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

出身地：神奈川県
趣味・特技：日帰り温泉巡り
　　　　　　　釣り
好きな言葉：為せば成る
この度の異動で立川署より参
りました。２度目の板橋署の勤
務になります。この１年間どう
ぞよろしくお願いいたします。

出身地：東京都
趣味・特技：映画鑑賞
好きな言葉：健康第一
この度の異動で杉並署から

転任して参りました。１年間
どうぞよろしくお願いいたし
ます。

出身地：神奈川県
趣味・特技：ハイキング
　　　　 料理
好きな言葉：一期一会
　この度の異動で神田署から
転任して参りました。どうぞ
１年間よろしくお願い申し上
げます。

出身地：和歌山県
趣味・特技：釣り
好きな言葉：知的であれ、
　　　　　　清潔であれ
　研修や行事等を通じ、法人会の
皆様との関係がより良いものとな
るよう努力してまいります。１年
間よろしくお願いいたします。

総
務
課
長

さ
か
も
と   

と
も
ひ
ろ

坂
本  

朝
博

法
人
１
統
括
官

  

で
は
ら    

な  

つ

こ

出
原
奈
都
子

法
人
２
統
括
官

ほ
ん
ま

　
　ひ
ろ
し

本
間

浩

法
人
４
統
括
官

た
な
か
ひ
ろ
あ
き

田
中
宏
明

法
人
６
統
括
官

さ
か
も
と     

つ
と
む

坂
本

勉

審
理
上
席
（
法
人
）

か
わ
は
ら  

ま
さ
ゆ
き

川
原
正
之

新任のご紹介／ご挨拶

式（
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
）」が
開
始
さ
れ
ま
す
。

事
業
者
の
方
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た

め
に
は
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
に
な
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
で
、
ま
だ
登
録
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
早
め
の
登
録
申
請

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
税
務
署
で
は
、
説

明
会
を
開
催
し
、
制
度
の
内
容
を
十
分
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
・
広
報
す
る
な

ど
、
円
滑
な
制
度
の
導
入
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の

更
な
る
利
用
拡
大
を
は
じ
め
、
税
務
行
政
全

般
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
切
に

願
う
と
と
も
に
、
公
益
社
団
法
人
板
橋
法
人

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
と

ご
家
族
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　「
運
が
い
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
実
験
と

し
て
一
番
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
く
じ
運
が
い

い
か
ど
う
か
。
日
本
人
は
、
不
安
遺
伝
子
の
持
ち

主
が
多
く
、
く
じ
運
が
悪
い
と
答
え
る
人
が
多
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
約
１
０
０
０
人
を
対
象
に
実
験
が
行

わ
れ
「
運
が
い
い
も
悪
い
も
、
全
て
本
人
の
思
い

込
み
」
と
い
う
研
究
結
果
が
出
た
。
つ
ま
り
、
運

が
い
い
、
も
し
く
は
悪
い
と
思
っ
て
も
、
全
て
の

人
に
平
等
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
ず
っ
と
損
を
し
て
い
る
、
ま
た
は

得
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
研
究
す
る
際
、
性
格
傾
向
の
検
査

を
行
う
。
人
間
の
性
格
を
五
因
子
（
外
向
性
、
調

和
性
、
誠
実
性
、
神
経
症
的
傾
向
、
経
験
へ
の
開

放
性
）
で
測
り
、
チ
ャ
ー
ト
で
並
べ
る
。

　
こ
の
検
査
結
果
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に

つ
い
て
傾
向
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。
運
が
い
い

と
思
っ
て
い
る
人
は
、
外
向
性
と
経
験
へ
の
開
放

性
の
ス
コ
ア
が
高
い
。
外
向
性
が
高
い
人
は
、チ
ャ

1998 年   東京大学工学部応用化学科卒業。
2008 年　東京大学大学院 医学系研究科脳神経医学専攻 博士課程修了。
2008～2010 年　フランス国立研究所にて博士研究員として勤務。
現在は、東日本国際大学教授。
脳や心理学をテーマに研究や執筆の活動を精力的に行い、また、テレビ朝日「ワイド！
スクランブル」、フジテレビ「ホンマでっか！？TV」などテレビ番組にも多数出演。
著書に、『サイコパス』、『あなたの脳のしつけ方』。

ン
ス
が
あ
る
時
に
、
い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が
で

き
、
周
囲
が
気
づ
い
て
い
な
い
う
ち
に
、
誰
よ
り

も
早
く
行
動
に
移
せ
る
こ
と
で
得
を
し
て
い
る
部

分
が
多
い
。
経
験
へ
の
開
放
性
が
高
い
と
、
新
し

い
こ
と
を
警
戒
せ
ず
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
運
が
い
い
と
思
い
や
す

い
性
格
傾
向
に
あ
る
。

　
も
う
一
つ
実
験
が
あ
る
。
新
聞
紙
が
40
枚
ぐ
ら

い
重
な
っ
て
折
り
た
た
ま
れ
て
い
る
状
態
か
ら
、

10
秒
間
で
何
枚
写
真
が
載
っ
て
い
る
か
数
え
、
当

た
っ
た
ら
報
酬
を
出
す
と
い
う
も
の
。
成
功
率
で

み
る
と
、
運
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
人
の
方
が
３

倍
も
高
か
っ
た
。
ラ
ン
ダ
ム
に
答
え
て
当
た
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
成
功
率
に
差
が
少
な

く
て
も
い
い
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
実
験
に
は
仕
掛
け
が
あ
り
、
新
聞
紙
を
１

枚
め
く
る
と
答
え
が
大
き
な
文
字
で
書
い
て
あ

る
。
し
か
し
、
写
真
を
数
え
る
と
い
う
課
題
な
の

で
、
写
真
し
か
目
に
入
ら
ず
文
字
は
見
逃
し
や
す

い
。
さ
ら
に
、
10
秒
と
い
う
短
い
時
間
で
数
え
る

こ
と
自
体
が
無
理
と
思
い
最
初
か
ら
放
棄
す
る
人

も
い
る
。

　
こ
の
実
験
を
普
段
の
生
活
に
置
き
換
え
る
と
、

自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
へ

の
扉
を
開
く
何
か
が
生
活
の
中
に
転
が
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
躊
躇
し
て

や
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
踏
み
出

せ
る
か
、
踏
み
出
せ
な
い
か
、
こ
れ
が
成
功
す
る

人
と
し
な
い
人
の
違
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
連
の
研
究
結
果
か
ら
、
運
が
い
い
悪
い
と
い

う
の
は
、
人
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
帰
着
す
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
、
運
が
悪
い
脳
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
あ
る
研
究
に
よ
る
と
、
日
本
人
は
外
向
性
と
経

験
へ
の
開
放
性
の
数
値
が
低
い
人
が
多
い
。
日
本

人
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
か
ら
予
測
す
る
と
、
こ

の
よ
う
な
性
格
傾
向
を
持
っ
た
人
で
な
い
と
、
日

本
で
生
き
残
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
日
常
生
活
で
考
え
る
と
、
横
の
繋
が
り
が
緊
密

の
中
で
、
一
人
勝
ち
を
し
て
い
る
人
の
こ
と
を
周

り
は
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
。

　
こ
れ
に
関
係
す
る
こ
と
と
し
て
日
本
独
特
の
風

習
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
保
険
で

あ
る
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
し
た
本
人
が
お
祝

い
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
、
逆
に
周
り
に
贈
り
物
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
日

本
で
は
非
常
に
起
こ
り
や
す
い
。

　
一
番
端
的
に
出
た
の
は
、一
昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
関
わ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
人
が
、
週
刊
誌
に

狙
わ
れ
、
次
々
に
過
去
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

立
場
を
追
わ
れ
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。

　
要
す
る
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
の
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
。
そ
の

名
誉
を
得
た
と
い
う
特
別
扱
い
を
許
さ
な
い
。
そ

れ
が
社
会
表
示
の
表
れ
で
あ
る
。
自
分
の
隣
の
人

が
得
を
し
て
い
る
と
不
安
に
な
る
。
こ
れ
は
、
世

界
一
般
的
に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合

は
他
国
と
比
べ
る
と
密
度
が
高
い
の
で
起
こ
り
や
す

い
。

　
得
を
ど
の
よ
う
に
蓄
積
し
、
ど
れ
だ
け
見
せ
、

ど
れ
だ
け
隠
す
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
社
会
的
知

性
と
言
っ
て
も
い
い
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本

人
は
、
も
の
す
ご
く
必
要
と
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

大
衆
の
中
で
、
１
人
目
立
っ
て
し
ま
う
怖
さ
を
、

日
本
人
は
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
完

全
に
運
の
良
い
振
る
舞
い
を
な
か
な
か
で
き
な
い

で
い
る
。

　
次
に
社
会
や
集
団
を
構
成
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
動
物
に
比
べ
る
と
、
人
間
の
体
は
早
く
移
動
す

る
こ
と
を
苦
手
と
す
る
。
つ
ま
り
、
逃
げ
足
が
遅

い
。
い
ざ
と
い
う
時
に
な
か
な
か
遠
く
ま
で
逃
げ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
動
物
に
か
な
り
の
確
率
で
捕

ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
追
い
つ
か
れ
て
も
戦

え
る
力
（
筋
肉
）
が
少
な
い
。
動
物
か
ら
見
る
と

人
間
は
餌
と
し
て
美
味
し
い
存
在
に
な
る
。

　
そ
の
中
で
も
子
供
や
妊
娠
中
の
女
性
は
襲
わ
れ

や
す
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
も
守
ら
な
い
と

次
世
代
が
続
か
ず
、
そ
の
集
団
が
滅
び
て
し
ま
う
。

続
い
て
い
る
集
団
は
、
弱
い
も
の
を
守
っ
て
き
た

集
団
が
多
い
。
集
団
を
形
成
し
、
次
世
代
を
な
ん

と
か
確
保
し
よ
う
と
工
夫
を
し
て
き
た
と
い
う
の

が
、
我
々
の
初
期
の
集
団
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
こ
の
集
団
で
は
何
が
１
番
大
事
に
さ
れ

る
か
と
い
う
と
、
一
人
勝
ち
を
し
な
い
と
い
う
こ

と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
一
人
勝
ち
を
し
て
い

る
人
が
い
る
と
、
集
団
が
保
持
さ
れ
て
い
る
仕
組

み
が
壊
れ
か
ね
な
い
危
険
な
存
在
だ
と
フ
ラ
グ
を

立
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
ど
の
社
会
で
も

見
ら
れ
る
利
得
が
高
い
人
に
対
す
る
制
裁
行
動
で

あ
る
。
集
団
が
密
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
よ

う
な
制
裁
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
や
す
い
。

日
本
の
社
会
は
こ
の
条
件
に
合
っ
て
し
ま
う
。
集

団
を
構
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
人
の
こ

と
を
蔑
ろ
に
し
か
ね
な
い
存
在
、
つ
ま
り
社
会
の

ル
ー
ル
を
破
る
。
破
り
か
ね
な
い
存
在
と
判
断
さ

れ
て
し
ま
う
。

　
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
言
う
物
質
が
脳
の
中
で
働
い
て

い
る
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
安
心
感

が
や
る
気
に
繋
が
る
。
逆
に
不
足
し
て
い
る
場
合

は
、不
安
傾
向
が
高
く
な
っ
た
り
、鬱
状
態
に
な
っ

た
り
す
る
。

　
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ン
プ
の
働
き
に
よ

り
、
脳
内
で
何
回
も
使
い
回
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
に
は
そ
の
リ
サ
イ
ク

ル
ポ
ン
プ
の
数
が
少
な
い
人
が
多
い
。
つ
ま
り
、

楽
天
的
な
人
よ
り
は
不
安
傾
向
が
高
い
人
の
方
が

多
い
。
こ
れ
が
、
運
が
悪
い
と
思
う
人
が
多
い
理

由
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
不
安
傾
向
の
高
い
人
の
方
が
長
生
き

を
す
る
と
言
う
研
究
結
果
も
出
て
い
る
。
日
本
人

の
長
寿
傾
向
は
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
き
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
セ
ロ
ト
ニ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
少
な
さ
と

い
う
の
が
、
実
は
１
人
だ
け
得
を
し
て
い
る
人
に

対
し
て
向
け
ら
れ
る
攻
撃
の
視
線
と
連
動
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
を
少
な
く
作
れ
と
命
令
す
る
遺
伝
子
の
持
ち

主
が
、
日
本
人
の
97
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

　
こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め
に
は
、
一
人
勝
ち
を

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、人
間
の
脳
の
つ
く
り
か
ら
し
て
、意
思
を
持
っ

て
そ
う
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
自
然
に
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

自
分
だ
け
運
が
良
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
み
ん

な
一
緒
に
運
が
良
く
な
る
振
る
舞
い
を
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
誰
か
の
足
を
引
っ
張
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

※

性
格
形
成
の
五
因
子

　
外
向
性
：
興
味
関
心
が
外
界
に
向
け
ら
れ
る
傾
向

　
調
和
性
：
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
協
調
的
な
行
動
を
取
る
傾
向

　
誠
実
性
：
責
任
感
が
あ
り
勤
勉
で
真
面
目
な
傾
向

　
神
経
症
的
傾
向
：
落
ち
込
み
や
す
い
な
ど
感
情
面
・
情
緒

　
　
　
　
　
面
で
不
安
定
な
傾
向

　
経
験
へ
の
開
放
性
：
知
的
、
美
的
、
文
化
的
に
新
し
い
経

　
　
　
　
　
験
に
開
放
的
な
傾
向

『運』を科学する
～運のいい人の行動パターン～

　
９
月
７
日
（
水
）
午
後
５
時
30
分
よ
り
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
３
階
富
士
に
て
、
支
部
・
部
会

役
員
が
集
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
役
員
懇
談
会
」
が
お
よ
そ
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
３
年
目
に
突
入
し
、
感
染
者
の
高

止
ま
り
が
続
い
て
い
た
中
、
行
動
制
限
が
解
除
さ

れ
人
流
が
戻
り
始
め
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
の
推
奨
す
る「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
準
じ
、
接
触
感
染
リ
ス
ク
を

避
け
る
た
め
、
お
酌
は
禁
止
。
テ
ー
ブ
ル
は
ア
ク

リ
ル
ボ
ー
ド
で
仕
切
り
、
感
染
対
策
を
万
全
に
し

た
上
で
約
１
０
０
名
の
役
員
の
方
々
が
円
卓
を
囲

み
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
機
会
が
減
少
し
て
い

た
中
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
方
と
の
会
話
は
楽
し
く
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
安
全
、
安
心
に

楽
し
め
る
場
と
し
て
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

▲ ３年ぶりの開催は、楽しく有意義な時間でした

役
員
懇
談
会

夏
期
研
修
会

中
野
信
子
氏
講
演

　
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
夏
期
研
修
会

は
、
脳
科
学
者
と
し
て
著
名
な
中
野
信
子

氏
を
お
招
き
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

科
学
的
視
点
か
ら
「
運
」
に
つ
い
て
検
証

し
、
運
が
い
い
人
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
つ

い
て
、
様
々
な
研
究
結
果
や
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
興
味
深
い
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
９
月
７
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分
　

■
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
３
階
富
士

***********************
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　「
運
が
い
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
実
験
と

し
て
一
番
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
く
じ
運
が
い

い
か
ど
う
か
。
日
本
人
は
、
不
安
遺
伝
子
の
持
ち

主
が
多
く
、
く
じ
運
が
悪
い
と
答
え
る
人
が
多
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
約
１
０
０
０
人
を
対
象
に
実
験
が
行

わ
れ
「
運
が
い
い
も
悪
い
も
、
全
て
本
人
の
思
い

込
み
」
と
い
う
研
究
結
果
が
出
た
。
つ
ま
り
、
運

が
い
い
、
も
し
く
は
悪
い
と
思
っ
て
も
、
全
て
の

人
に
平
等
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
ず
っ
と
損
を
し
て
い
る
、
ま
た
は

得
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
研
究
す
る
際
、
性
格
傾
向
の
検
査

を
行
う
。
人
間
の
性
格
を
五
因
子
（
外
向
性
、
調

和
性
、
誠
実
性
、
神
経
症
的
傾
向
、
経
験
へ
の
開

放
性
）
で
測
り
、
チ
ャ
ー
ト
で
並
べ
る
。

　
こ
の
検
査
結
果
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に

つ
い
て
傾
向
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。
運
が
い
い

と
思
っ
て
い
る
人
は
、
外
向
性
と
経
験
へ
の
開
放

性
の
ス
コ
ア
が
高
い
。
外
向
性
が
高
い
人
は
、チ
ャ

1998 年   東京大学工学部応用化学科卒業。
2008 年　東京大学大学院 医学系研究科脳神経医学専攻 博士課程修了。
2008～2010 年　フランス国立研究所にて博士研究員として勤務。
現在は、東日本国際大学教授。
脳や心理学をテーマに研究や執筆の活動を精力的に行い、また、テレビ朝日「ワイド！
スクランブル」、フジテレビ「ホンマでっか！？TV」などテレビ番組にも多数出演。
著書に、『サイコパス』、『あなたの脳のしつけ方』。

ン
ス
が
あ
る
時
に
、
い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が
で

き
、
周
囲
が
気
づ
い
て
い
な
い
う
ち
に
、
誰
よ
り

も
早
く
行
動
に
移
せ
る
こ
と
で
得
を
し
て
い
る
部

分
が
多
い
。
経
験
へ
の
開
放
性
が
高
い
と
、
新
し

い
こ
と
を
警
戒
せ
ず
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
運
が
い
い
と
思
い
や
す

い
性
格
傾
向
に
あ
る
。

　
も
う
一
つ
実
験
が
あ
る
。
新
聞
紙
が
40
枚
ぐ
ら

い
重
な
っ
て
折
り
た
た
ま
れ
て
い
る
状
態
か
ら
、

10
秒
間
で
何
枚
写
真
が
載
っ
て
い
る
か
数
え
、
当

た
っ
た
ら
報
酬
を
出
す
と
い
う
も
の
。
成
功
率
で

み
る
と
、
運
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
人
の
方
が
３

倍
も
高
か
っ
た
。
ラ
ン
ダ
ム
に
答
え
て
当
た
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
成
功
率
に
差
が
少
な

く
て
も
い
い
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
実
験
に
は
仕
掛
け
が
あ
り
、
新
聞
紙
を
１

枚
め
く
る
と
答
え
が
大
き
な
文
字
で
書
い
て
あ

る
。
し
か
し
、
写
真
を
数
え
る
と
い
う
課
題
な
の

で
、
写
真
し
か
目
に
入
ら
ず
文
字
は
見
逃
し
や
す

い
。
さ
ら
に
、
10
秒
と
い
う
短
い
時
間
で
数
え
る

こ
と
自
体
が
無
理
と
思
い
最
初
か
ら
放
棄
す
る
人

も
い
る
。

　
こ
の
実
験
を
普
段
の
生
活
に
置
き
換
え
る
と
、

自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
へ

の
扉
を
開
く
何
か
が
生
活
の
中
に
転
が
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
躊
躇
し
て

や
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
踏
み
出

せ
る
か
、
踏
み
出
せ
な
い
か
、
こ
れ
が
成
功
す
る

人
と
し
な
い
人
の
違
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
連
の
研
究
結
果
か
ら
、
運
が
い
い
悪
い
と
い

う
の
は
、
人
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
帰
着
す
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
、
運
が
悪
い
脳
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
あ
る
研
究
に
よ
る
と
、
日
本
人
は
外
向
性
と
経

験
へ
の
開
放
性
の
数
値
が
低
い
人
が
多
い
。
日
本

人
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
か
ら
予
測
す
る
と
、
こ

の
よ
う
な
性
格
傾
向
を
持
っ
た
人
で
な
い
と
、
日

本
で
生
き
残
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
日
常
生
活
で
考
え
る
と
、
横
の
繋
が
り
が
緊
密

の
中
で
、
一
人
勝
ち
を
し
て
い
る
人
の
こ
と
を
周

り
は
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
。

　
こ
れ
に
関
係
す
る
こ
と
と
し
て
日
本
独
特
の
風

習
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
保
険
で

あ
る
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
し
た
本
人
が
お
祝

い
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
、
逆
に
周
り
に
贈
り
物
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
日

本
で
は
非
常
に
起
こ
り
や
す
い
。

　
一
番
端
的
に
出
た
の
は
、一
昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
関
わ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
人
が
、
週
刊
誌
に

狙
わ
れ
、
次
々
に
過
去
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

立
場
を
追
わ
れ
る
こ
と
が
相
次
い
だ
。

　
要
す
る
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
の
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
。
そ
の

名
誉
を
得
た
と
い
う
特
別
扱
い
を
許
さ
な
い
。
そ

れ
が
社
会
表
示
の
表
れ
で
あ
る
。
自
分
の
隣
の
人

が
得
を
し
て
い
る
と
不
安
に
な
る
。
こ
れ
は
、
世

界
一
般
的
に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合

は
他
国
と
比
べ
る
と
密
度
が
高
い
の
で
起
こ
り
や
す

い
。

　
得
を
ど
の
よ
う
に
蓄
積
し
、
ど
れ
だ
け
見
せ
、

ど
れ
だ
け
隠
す
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
社
会
的
知

性
と
言
っ
て
も
い
い
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本

人
は
、
も
の
す
ご
く
必
要
と
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
。

大
衆
の
中
で
、
１
人
目
立
っ
て
し
ま
う
怖
さ
を
、

日
本
人
は
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
完

全
に
運
の
良
い
振
る
舞
い
を
な
か
な
か
で
き
な
い

で
い
る
。

　
次
に
社
会
や
集
団
を
構
成
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
動
物
に
比
べ
る
と
、
人
間
の
体
は
早
く
移
動
す

る
こ
と
を
苦
手
と
す
る
。
つ
ま
り
、
逃
げ
足
が
遅

い
。
い
ざ
と
い
う
時
に
な
か
な
か
遠
く
ま
で
逃
げ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
動
物
に
か
な
り
の
確
率
で
捕

ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
追
い
つ
か
れ
て
も
戦

え
る
力
（
筋
肉
）
が
少
な
い
。
動
物
か
ら
見
る
と

人
間
は
餌
と
し
て
美
味
し
い
存
在
に
な
る
。

　
そ
の
中
で
も
子
供
や
妊
娠
中
の
女
性
は
襲
わ
れ

や
す
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
も
守
ら
な
い
と

次
世
代
が
続
か
ず
、
そ
の
集
団
が
滅
び
て
し
ま
う
。

続
い
て
い
る
集
団
は
、
弱
い
も
の
を
守
っ
て
き
た

集
団
が
多
い
。
集
団
を
形
成
し
、
次
世
代
を
な
ん

と
か
確
保
し
よ
う
と
工
夫
を
し
て
き
た
と
い
う
の

が
、
我
々
の
初
期
の
集
団
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
こ
の
集
団
で
は
何
が
１
番
大
事
に
さ
れ

る
か
と
い
う
と
、
一
人
勝
ち
を
し
な
い
と
い
う
こ

と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
一
人
勝
ち
を
し
て
い

る
人
が
い
る
と
、
集
団
が
保
持
さ
れ
て
い
る
仕
組

み
が
壊
れ
か
ね
な
い
危
険
な
存
在
だ
と
フ
ラ
グ
を

立
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
ど
の
社
会
で
も

見
ら
れ
る
利
得
が
高
い
人
に
対
す
る
制
裁
行
動
で

あ
る
。
集
団
が
密
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
よ

う
な
制
裁
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
や
す
い
。

日
本
の
社
会
は
こ
の
条
件
に
合
っ
て
し
ま
う
。
集

団
を
構
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
人
の
こ

と
を
蔑
ろ
に
し
か
ね
な
い
存
在
、
つ
ま
り
社
会
の

ル
ー
ル
を
破
る
。
破
り
か
ね
な
い
存
在
と
判
断
さ

れ
て
し
ま
う
。

　
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
言
う
物
質
が
脳
の
中
で
働
い
て

い
る
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
安
心
感

が
や
る
気
に
繋
が
る
。
逆
に
不
足
し
て
い
る
場
合

は
、不
安
傾
向
が
高
く
な
っ
た
り
、鬱
状
態
に
な
っ

た
り
す
る
。

　
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ン
プ
の
働
き
に
よ

り
、
脳
内
で
何
回
も
使
い
回
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
に
は
そ
の
リ
サ
イ
ク

ル
ポ
ン
プ
の
数
が
少
な
い
人
が
多
い
。
つ
ま
り
、

楽
天
的
な
人
よ
り
は
不
安
傾
向
が
高
い
人
の
方
が

多
い
。
こ
れ
が
、
運
が
悪
い
と
思
う
人
が
多
い
理

由
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
不
安
傾
向
の
高
い
人
の
方
が
長
生
き

を
す
る
と
言
う
研
究
結
果
も
出
て
い
る
。
日
本
人

の
長
寿
傾
向
は
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
き
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
セ
ロ
ト
ニ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
少
な
さ
と

い
う
の
が
、
実
は
１
人
だ
け
得
を
し
て
い
る
人
に

対
し
て
向
け
ら
れ
る
攻
撃
の
視
線
と
連
動
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
を
少
な
く
作
れ
と
命
令
す
る
遺
伝
子
の
持
ち

主
が
、
日
本
人
の
97
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

　
こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め
に
は
、
一
人
勝
ち
を

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、人
間
の
脳
の
つ
く
り
か
ら
し
て
、意
思
を
持
っ

て
そ
う
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
自
然
に
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

自
分
だ
け
運
が
良
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
み
ん

な
一
緒
に
運
が
良
く
な
る
振
る
舞
い
を
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
誰
か
の
足
を
引
っ
張
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

※

性
格
形
成
の
五
因
子

　
外
向
性
：
興
味
関
心
が
外
界
に
向
け
ら
れ
る
傾
向

　
調
和
性
：
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
協
調
的
な
行
動
を
取
る
傾
向

　
誠
実
性
：
責
任
感
が
あ
り
勤
勉
で
真
面
目
な
傾
向

　
神
経
症
的
傾
向
：
落
ち
込
み
や
す
い
な
ど
感
情
面
・
情
緒

　
　
　
　
　
面
で
不
安
定
な
傾
向

　
経
験
へ
の
開
放
性
：
知
的
、
美
的
、
文
化
的
に
新
し
い
経

　
　
　
　
　
験
に
開
放
的
な
傾
向

『運』を科学する
～運のいい人の行動パターン～

　
９
月
７
日
（
水
）
午
後
５
時
30
分
よ
り
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
３
階
富
士
に
て
、
支
部
・
部
会

役
員
が
集
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
役
員
懇
談
会
」
が
お
よ
そ
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
３
年
目
に
突
入
し
、
感
染
者
の
高

止
ま
り
が
続
い
て
い
た
中
、
行
動
制
限
が
解
除
さ

れ
人
流
が
戻
り
始
め
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
の
推
奨
す
る「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
準
じ
、
接
触
感
染
リ
ス
ク
を

避
け
る
た
め
、
お
酌
は
禁
止
。
テ
ー
ブ
ル
は
ア
ク

リ
ル
ボ
ー
ド
で
仕
切
り
、
感
染
対
策
を
万
全
に
し

た
上
で
約
１
０
０
名
の
役
員
の
方
々
が
円
卓
を
囲

み
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
機
会
が
減
少
し
て
い

た
中
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
方
と
の
会
話
は
楽
し
く
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
安
全
、
安
心
に

楽
し
め
る
場
と
し
て
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

▲ ３年ぶりの開催は、楽しく有意義な時間でした

役
員
懇
談
会

夏
期
研
修
会

中
野
信
子
氏
講
演

　
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
夏
期
研
修
会

は
、
脳
科
学
者
と
し
て
著
名
な
中
野
信
子

氏
を
お
招
き
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

科
学
的
視
点
か
ら
「
運
」
に
つ
い
て
検
証

し
、
運
が
い
い
人
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
つ

い
て
、
様
々
な
研
究
結
果
や
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
興
味
深
い
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
９
月
７
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分
　

■
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
３
階
富
士

***********************



法  

人  

会

新
し
い
世
界
が
広
が
る
法
人
会

■
父
の
背
中
を
見
て
き
た
法
人
会

　
父
が
法
人
会
の
幹
部
を
し
て
い
た

時
か
ら
、
会
合
の
受
付
や
会
計
な
ど

を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
法
人
会
に

携
わ
る
な
か
で
、
い
つ
も
同
じ
メ
ン

バ
ー
で
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
い

ま
す
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加

し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

が
重
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
父

は
い
つ
も
「
幅
広
い
世
代
の
方
と
交

流
を
深
め
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ほ
か
の
商
売
や
自
分
と
は
違
う

趣
味
を
持
つ
人
た
ち
と
の
交
流
の
場

が
あ
り
、
世
界
が
広
が
る
の
が
法
人

会
に
参
加
す
る
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
団
結
力
の
あ
る
11
支
部
の
活
動

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
桜
ま
つ
り
」

で
は
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

を
出
展
し
、
子
ど
も
た
ち
に
税
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
「
税
の
知
っ
得
塾
」

の
開
催
や
、
直
近
の
研
修
旅
行
で
は

横
須
賀
で
軍
港
巡
り
を
し
ま
し
た
。

会
員
の
増
強
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
法
人
会
の
メ
ン
バ
ー
と
は

町
会
で
の
活
動
も
共
に
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、〝
団
結
力
〞
が
あ
る
の
が

11
支
部
の
魅
力
。
支
部
が
合
併
し
て

か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
充
分
な
活

動
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
本

格
始
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

■
求
む
！
若
い
経
営
者
た
ち

　
若
い
経
営
者
の
方
は
目
の
前
の
事

業
で
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
法
人

会
に
は
会
員
が
利
用
で
き
る
充
実
し

た
福
利
厚
生
制
度
や
経
営
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
参

加
し
て
い
た
だ
く
の
も
良
い
の
で

は
？
と
思
い
ま
す
。
活
発
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず

は
皆
さ
ん
と
親
睦
を
深
め
た
い
で
す
。

　
今
後
の
活
動
は
皆
さ
ん
の
意
見
を

吸
い
上
げ
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

    

事      

業

社
会
人
野
球
を
経
て
防
災
屋
さ
ん
に
転
身

■
名
門「
熊
谷
組
」
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た

　
今
は
廃
部
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
熊
谷
組
で
社

会
人
野
球
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
。
野

球
を
引
退
し
て
か
ら
は
同
社
で
地
下

鉄
工
事
の
事
務
を
経
験
し
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
と
畑
は
違
い
ま
す
が
、

人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
原
価
の
管

理
な
ど
今
の
仕
事
に
役
立
っ
て
い
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
災
害
対
策
へ
貢
献
し
た
い

    

現
在
は
、
集
合
住
宅
や
各
種
施
設

へ
の
弱
電
設
備
（
火
災
報
知
器
・
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
・
テ
レ
ビ
・
放
送
設
備

な
ど
）
の
取
り
付
け
工
事
や
消
防
設

備
の
保
守
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
機
器
を
取
り
扱
っ
て
お
り
地
元

の
消
防
団
で
分
団
長
も
や
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
余
計
に
地
域
の
災
害
対

策
に
貢
献
し
た
い
気
持
ち
が
強
い
で

す
。
何
事
も
安
心
・
安
全
に
つ
な
が

る
仕
事
な
の
で
、
現
場
で
は
緊
張
感

を
も
っ
て
対
応
す
る
様
に
日
々
努
め

て
い
ま
す
。

■
目
下
の
課
題
は
新
規
開
拓

　
病
院
や
高
齢
者
施
設
な
ど
に
も
保

守
点
検
に
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
が
、
こ
の
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
日
程
変
更
が
多
く
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
大
変
で
し
た
。
そ

し
て
、
大
手
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
が
設
備
全
体

の
保
守
点
検
を
担
う
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
新
規
の
顧

客
を
獲
得
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
新
規
開
拓
と
、
自
社

で
施
工
し
た
と
こ
ろ
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
長
く
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

野
球
に
ゴ
ル
フ
に
。

ス
ポ
ー
ツ
と
共
に
あ
る
人
生

■
サ
ウ
ナ
歴
は
40
年
以
上
！

　
野
球
一
筋
で
き
ま
し
た
が
、
も
う

野
球
を
思
い
っ
き
り
で
き
る
歳
で
は

な
い
の
で
、
最
近
は
も
っ
ぱ
ら
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

サ
ウ
ナ
は
中
学
生
の
頃
か
ら
通
っ
て

い
て
、
多
い
と
き
に
は
週
に
３
〜
４

回
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は

密
な
環
境
が
気
に
な
っ
て
行
け
ま
せ

ん
が
、
早
く
サ
ウ
ナ
で
ス
ッ
キ
リ
し

て
一
杯
や
り
た
い
で
す
。

■
名
物
監
督
に
鍛
え
ら
れ
た
学
生
時
代

　
私
の
人
生
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、

明
治
大
学
野
球
部
の
名
物
監
督
と
し

て
知
ら
れ
る
島
岡
吉
郎
監
督
で
す
。

今
の
時
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
厳
し
さ
で
し
た
。
甲
子
園
に
出
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
甲
子
園
の
ス
タ
ー

が
集
ま
る
六
大
学
で
勝
負
が
し
た
く
、

明
治
大
学
に
入
学
し
た
の
で
す
が
「
す

ご
い
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た…

…

」

と
後
悔
し
た
ぐ
ら
い
で
す
（
笑
）。

「
何
事
も
誠
を
込
め
ろ
」「
最
後
は
人

間
力
が
物
を
言
う
」
と
、
監
督
に
は

野
球
ス
キ
ル
よ
り
も
精
神
を
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
身
長
が
高
く
オ
ー
ラ
の
あ
る
佇
ま

い
か
ら
只
者
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し

た
が
、
社
会
人
野
球
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
務
め
て
い
た
経
歴
を
お
持
ち
だ
っ

た
鈴
木
さ
ん
。
わ
か
り
や
す
く
快
活

に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●
家
族
構
成
は
？

   

妻
と
娘
が
２
人
い
ま
す
。

●
好
き
な
野
球
チ
ー
ム
は
？

   

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
フ
ァ
ン
で
す
。

●
得
意
だ
っ
た
球
種
は
？

シ
ュ
ー
ト
し
て
落
ち
る
シ
ン
カ
ー

で
す
。

●
好
き
な
エ
ン
タ
メ
は
？

   

寅
さ
ん
！
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
が
好

　
き
で
す
。
オ
カ
ル
ト
好
き
な
の
で『
超

　
ム
ー
の
世
界
』
も
観
ま
す
。

●
好
き
な
旅
行
先
は
？

   

伊
勢
志
摩
、箱
根
、伊
豆
が
好
き
で
す
。

●
日
々
の
ル
ー
テ
ィ
ン
は
？

  

健
康
の
た
め
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
そ
の

　
日
の
気
分
で
コ
ー
ス
を
変
え
ま
す
。

●
人
生
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

  

目
の
前
の
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
る

　
こ
と
。

野
球
選
手
か
ら
町
を
守
る
仕
事
へ

目
の
前
の
こ
と
に
一
生
懸
命
が
モ
ッ
ト
ー

世
界
の
広
が
る
法
人
会
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

す  

ず

        

き               

ひ  

ろ         

み

プロフィール

● 昭和 38年 6月 22日生、昭和 51年 7月入会
● 株式会社 電源社（板橋区西台 3-36-22）代表取締役社長
　 弱電設備工事・消防設備保守点検事業を展開。
● 令和３年度より支部長に就任。

板
橋
太
郎
に

一
問
一
答▲ 高校、大学と野球部のエースでご活躍の頃

2022. AUTUMN  今月の板橋太郎

鈴
木
浩
実
さ
ん

今
月
の
板
橋
太
郎
は
、
弱
電
設
備
工
事
・
消
防
設
備
保
守
点
検
事
業
を

手
が
け
る
株
式
会
社
電
源
社
の
鈴
木
浩
実
さ
ん
。
今
は
亡
き
父
の
代
か

ら
法
人
会
を
手
伝
っ
て
お
り
、
副
支
部
長
を
経
て
令
和
３
年
度
よ
り
第

11
支
部
長
に
就
任
。
学
生
時
代
に
築
か
れ
た
物
事
へ
の
一
生
懸
命
さ
が

モ
ッ
ト
ー
だ
と
語
る
鈴
木
支
部
長
に
、
法
人
会
に
参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト

や
ご
自
身
の
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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法  

人  

会

新
し
い
世
界
が
広
が
る
法
人
会

■
父
の
背
中
を
見
て
き
た
法
人
会

　
父
が
法
人
会
の
幹
部
を
し
て
い
た

時
か
ら
、
会
合
の
受
付
や
会
計
な
ど

を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
法
人
会
に

携
わ
る
な
か
で
、
い
つ
も
同
じ
メ
ン

バ
ー
で
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
い

ま
す
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加

し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

が
重
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
父

は
い
つ
も
「
幅
広
い
世
代
の
方
と
交

流
を
深
め
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ほ
か
の
商
売
や
自
分
と
は
違
う

趣
味
を
持
つ
人
た
ち
と
の
交
流
の
場

が
あ
り
、
世
界
が
広
が
る
の
が
法
人

会
に
参
加
す
る
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
団
結
力
の
あ
る
11
支
部
の
活
動

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
桜
ま
つ
り
」

で
は
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

を
出
展
し
、
子
ど
も
た
ち
に
税
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
「
税
の
知
っ
得
塾
」

の
開
催
や
、
直
近
の
研
修
旅
行
で
は

横
須
賀
で
軍
港
巡
り
を
し
ま
し
た
。

会
員
の
増
強
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
法
人
会
の
メ
ン
バ
ー
と
は

町
会
で
の
活
動
も
共
に
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、〝
団
結
力
〞
が
あ
る
の
が

11
支
部
の
魅
力
。
支
部
が
合
併
し
て

か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
充
分
な
活

動
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
本

格
始
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

■
求
む
！
若
い
経
営
者
た
ち

　
若
い
経
営
者
の
方
は
目
の
前
の
事

業
で
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
法
人

会
に
は
会
員
が
利
用
で
き
る
充
実
し

た
福
利
厚
生
制
度
や
経
営
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
参

加
し
て
い
た
だ
く
の
も
良
い
の
で

は
？
と
思
い
ま
す
。
活
発
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず

は
皆
さ
ん
と
親
睦
を
深
め
た
い
で
す
。

　
今
後
の
活
動
は
皆
さ
ん
の
意
見
を

吸
い
上
げ
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

    

事      

業

社
会
人
野
球
を
経
て
防
災
屋
さ
ん
に
転
身

■
名
門「
熊
谷
組
」
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た

　
今
は
廃
部
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
熊
谷
組
で
社

会
人
野
球
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
。
野

球
を
引
退
し
て
か
ら
は
同
社
で
地
下

鉄
工
事
の
事
務
を
経
験
し
ま
し
た
。

現
在
の
仕
事
と
畑
は
違
い
ま
す
が
、

人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
原
価
の
管

理
な
ど
今
の
仕
事
に
役
立
っ
て
い
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
災
害
対
策
へ
貢
献
し
た
い

    

現
在
は
、
集
合
住
宅
や
各
種
施
設

へ
の
弱
電
設
備
（
火
災
報
知
器
・
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
・
テ
レ
ビ
・
放
送
設
備

な
ど
）
の
取
り
付
け
工
事
や
消
防
設

備
の
保
守
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
機
器
を
取
り
扱
っ
て
お
り
地
元

の
消
防
団
で
分
団
長
も
や
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
余
計
に
地
域
の
災
害
対

策
に
貢
献
し
た
い
気
持
ち
が
強
い
で

す
。
何
事
も
安
心
・
安
全
に
つ
な
が

る
仕
事
な
の
で
、
現
場
で
は
緊
張
感

を
も
っ
て
対
応
す
る
様
に
日
々
努
め

て
い
ま
す
。

■
目
下
の
課
題
は
新
規
開
拓

　
病
院
や
高
齢
者
施
設
な
ど
に
も
保

守
点
検
に
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
が
、
こ
の
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
日
程
変
更
が
多
く
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
大
変
で
し
た
。
そ

し
て
、
大
手
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
が
設
備
全
体

の
保
守
点
検
を
担
う
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
新
規
の
顧

客
を
獲
得
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
新
規
開
拓
と
、
自
社

で
施
工
し
た
と
こ
ろ
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
長
く
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

野
球
に
ゴ
ル
フ
に
。

ス
ポ
ー
ツ
と
共
に
あ
る
人
生

■
サ
ウ
ナ
歴
は
40
年
以
上
！

　
野
球
一
筋
で
き
ま
し
た
が
、
も
う

野
球
を
思
い
っ
き
り
で
き
る
歳
で
は

な
い
の
で
、
最
近
は
も
っ
ぱ
ら
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

サ
ウ
ナ
は
中
学
生
の
頃
か
ら
通
っ
て

い
て
、
多
い
と
き
に
は
週
に
３
〜
４

回
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は

密
な
環
境
が
気
に
な
っ
て
行
け
ま
せ

ん
が
、
早
く
サ
ウ
ナ
で
ス
ッ
キ
リ
し

て
一
杯
や
り
た
い
で
す
。

■
名
物
監
督
に
鍛
え
ら
れ
た
学
生
時
代

　
私
の
人
生
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、

明
治
大
学
野
球
部
の
名
物
監
督
と
し

て
知
ら
れ
る
島
岡
吉
郎
監
督
で
す
。

今
の
時
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
厳
し
さ
で
し
た
。
甲
子
園
に
出
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
甲
子
園
の
ス
タ
ー

が
集
ま
る
六
大
学
で
勝
負
が
し
た
く
、

明
治
大
学
に
入
学
し
た
の
で
す
が
「
す

ご
い
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た…

…

」

と
後
悔
し
た
ぐ
ら
い
で
す
（
笑
）。

「
何
事
も
誠
を
込
め
ろ
」「
最
後
は
人

間
力
が
物
を
言
う
」
と
、
監
督
に
は

野
球
ス
キ
ル
よ
り
も
精
神
を
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
身
長
が
高
く
オ
ー
ラ
の
あ
る
佇
ま

い
か
ら
只
者
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し

た
が
、
社
会
人
野
球
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
務
め
て
い
た
経
歴
を
お
持
ち
だ
っ

た
鈴
木
さ
ん
。
わ
か
り
や
す
く
快
活

に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●
家
族
構
成
は
？

   

妻
と
娘
が
２
人
い
ま
す
。

●
好
き
な
野
球
チ
ー
ム
は
？

   

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
フ
ァ
ン
で
す
。

●
得
意
だ
っ
た
球
種
は
？

シ
ュ
ー
ト
し
て
落
ち
る
シ
ン
カ
ー

で
す
。

●
好
き
な
エ
ン
タ
メ
は
？

   

寅
さ
ん
！
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
が
好

　
き
で
す
。
オ
カ
ル
ト
好
き
な
の
で『
超

　
ム
ー
の
世
界
』
も
観
ま
す
。

●
好
き
な
旅
行
先
は
？

   

伊
勢
志
摩
、箱
根
、伊
豆
が
好
き
で
す
。

●
日
々
の
ル
ー
テ
ィ
ン
は
？

  

健
康
の
た
め
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
そ
の

　
日
の
気
分
で
コ
ー
ス
を
変
え
ま
す
。

●
人
生
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

  

目
の
前
の
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
る

　
こ
と
。

野
球
選
手
か
ら
町
を
守
る
仕
事
へ

目
の
前
の
こ
と
に
一
生
懸
命
が
モ
ッ
ト
ー

世
界
の
広
が
る
法
人
会
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

す  

ず

        

き               

ひ  

ろ         

み

プロフィール

● 昭和 38年 6月 22日生、昭和 51年 7月入会
● 株式会社 電源社（板橋区西台 3-36-22）代表取締役社長
　 弱電設備工事・消防設備保守点検事業を展開。
● 令和３年度より支部長に就任。

板
橋
太
郎
に

一
問
一
答▲ 高校、大学と野球部のエースでご活躍の頃

2022. AUTUMN  今月の板橋太郎

鈴
木
浩
実
さ
ん

今
月
の
板
橋
太
郎
は
、
弱
電
設
備
工
事
・
消
防
設
備
保
守
点
検
事
業
を

手
が
け
る
株
式
会
社
電
源
社
の
鈴
木
浩
実
さ
ん
。
今
は
亡
き
父
の
代
か

ら
法
人
会
を
手
伝
っ
て
お
り
、
副
支
部
長
を
経
て
令
和
３
年
度
よ
り
第

11
支
部
長
に
就
任
。
学
生
時
代
に
築
か
れ
た
物
事
へ
の
一
生
懸
命
さ
が

モ
ッ
ト
ー
だ
と
語
る
鈴
木
支
部
長
に
、
法
人
会
に
参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト

や
ご
自
身
の
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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中
小
企
業
に
お
け
る
求
人
倍
率
を
見
た
際
、
高

卒
は
２·

66
倍
に
対
し
、
大
卒
は
５·

３
倍
に
ま
で

高
ま
る
。
さ
ら
に
、
内
定
辞
退
率
を
見
る
と
、
大

卒
は
62·

４
％
に
対
し
、
高
卒
は
わ
ず
か
４
％
に

な
る
。
つ
ま
り
、
採
用
担
当
者
に
と
っ
て
も
、
高

卒
採
用
の
内
定
を
出
し
た
ら
ほ
ぼ
入
社
す
る
と

い
っ
た
状
態
な
の
で
、
無
駄
な
時
間
を
か
け
ず
に

済
む
。

１
．
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
高
卒
採
用
が
増
え
て

　
　
い
る
理
由

　
理
由
と
し
て
、
１
つ
目
が
就
職
を
希
望
す
る
人

よ
り
、
採
用
し
た
い
会
社
の
方
が
多
い
と
い
う
こ

と
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
一
時
は
求
人
が
減
っ

て
い
た
。
現
在
は
だ
い
ぶ
増
え
て
き
て
高
校
生
１

人
に
対
し
２·

５
社
が
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
状
態

な
の
で
、
募
集
を
か
け
て
も
な
か
な
か
人
が
集
ま

ら
な
い
。

２
つ
目
は
、
高
卒
の
人
材
が
予
想
以
上
に
活
躍

８
月
10
日
（
水
）
17
時
か
ら
約
１
時
間
か
け
て
正
副
会
長
全
員
及
び

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
〜
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
５
名
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
出
席
い
た

だ
き
、
正
副
会
長
と
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
よ
る
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
今
後
法
人
会
全
体
、

各
支
部
で
の
活
動
が
盛
ん
に
な
る
前
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
活
動
の

現
状
、
今
後
の
活
動
の
予
定
の
報
告
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
行
動
制
限
が
長
い
間
続
い
て
い
た
の
で
現
時
点
で
明
確
に
活
動
報
告

を
で
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
は
ま
だ
多
く
は
な
く
、
主
に
税
の
知
っ
得

塾
の
実
施
報
告
が
メ
イ
ン
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は

支
部
研
修
会
、
屋
形
船
等
計
画

し
て
い
る
支
部
も
あ
り
、
年
度

中
に
は
あ
る
程
度
の
実
績
が
上

が
り
そ
う
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
長

か
ら
の
報
告
後
に
お
弁
当
を
食

し
な
が
ら
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
に
つ

い
て
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
６
月
に
発
足
し
て
か

ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限

等
の
た
め
実
際
に
は
活
動
自
体

が
出
来
て
お
ら
ず
実
績
が
無
い

た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
あ
り
方
、

支
部
へ
の
働
き
か
け
の
方
法
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
現
状
の
確
認
と
い
う

こ
と
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、

板
橋
法
人
会
全
体
と
し
て
ブ

ロ
ッ
ク
制
度
を
確
た
る
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
今
後
も
同
様

の
会
議
を
適
宜
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
26
日
（
月
）
16
時
か
ら
法
人
会
館
３
階
会

議
室
に
て
令
和
４
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
板
橋
税
務
署
よ
り
水
野
副
署
長
、
出
原

統
括
官
、
川
原
上
席
の
３
名
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　「
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
」
が
昨
年
度
50

周
年
を
迎
え
、
今
年
度
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
年
間
で

あ
る
こ
と
か
ら
議
事
の
前
に
協
力
３
社
（
大
同
生

命
・
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
・
ア
フ
ラ
ッ
ク
）
か
ら
の
制
度

の
説
明
等
実
施
い
た
だ
き
ま
し
た
。

25
名
の
理
事
の
出
席
が
あ
り
、
監
事
も
１
名
出

席
し
た
の
で
会
議
は
有
効
に
成
立
し
ま
し
た
。

審
議
事
項
、
各
委
員
会
報
告
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
、

報
告
事
項
、
連
絡
事
項
と
各
議
題
に
つ
き
承
認
さ

れ
17
時
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

30
分
の
休
憩
の
あ
と
17
時
30
分
か
ら
板
橋
税
務

署
よ
り
紙
屋
署
長
、
水
野
副
署
長
、
川
原
上
席
に

臨
席
い
た
だ
き
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
前
回
の
令
和
元
年
10
月
か
ら
３
年
ぶ
り
の
開

催
で
し
た
。

　
マ
ス
ク
を

着
け
て
の
歓

談
と
し
、
感

染
対
策
を
取

り
な
が
ら
の

形
で
は
あ
り

ま
し
た
が
和

や
か
に
会
は

進
み
18
時
40

分
に
お
開
き

と
な
り
ま
し

た
。

▲目から鱗のお話が聞けました▲ 大変有意義な時間となりました

正
副
会
長
と
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

板
橋
税
務
署
名
刺
交
換
会

理
事
会
と
意
見
交
換
会

中
小
企
業
の

経
営
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
間
違
い
だ
ら
け
の
高
卒
新
卒
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ

〜
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
施
策
を
伝
授
〜

開
催
日
：
９
月
21
日（
水
）
18
時
〜
19
時
30
分

場  

所
：
板
橋
法
人
会
館
３
階
会
議
室

す
る
こ
と
に
企
業
が
気
づ
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
。

求
人
が
増
え
て
い
る
の
で
、
国
立
大
学
卒
と
い
っ

た
優
秀
層
は
大
手
の
企
業
、
も
し
く
は
メ
ガ
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
言
わ
れ
る
比
較
的
規
模
の
大
き
い
中
小

企
業
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
高
卒
で
就
職
す
る
人
達
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
結
果
、
１
番
多
い
の
が
「
早
期
自
立
・
成
長

の
た
め
」。「
早
く
社
会
に
出
て
活
躍
し
よ
う
と
思
っ

た
」
と
答
え
る
人
が
多
い
。
自
立
し
よ
う
と
思
い

就
職
を
選
ん
で
い
る
。
高
卒
を
採
用
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
、
採
用
コ
ス
ト
が
安
い
こ
と
と
優
秀
層
が
取

り
や
す
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
大
卒
よ
り
も

４
年
早
く
社
会
に
出
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
長
く
活

躍
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
大
人
に
対
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

敬
語
の
使
い
方
、
電
話
対
応
の
仕
方
と
い
っ
た
、

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
教
育
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
．
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
高
卒
採
用
ル
ー
ル

　
高
卒
採
用
ル
ー
ル
と
い
う
の
は
、
国
が
定
め
て

お
り
、
戦
後
70
年
関
わ
っ
て
い
な
い
。
代
表
的
な

ル
ー
ル
と
し
て
、
次
の
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
応
募
は
一
人
一
社
制

②
企
業
Ｐ
Ｒ
は
紙
の
求
人
票（
文
字
の
み
）に
限
る

③
実
質
一
ヶ
月
半
程
度
の
短
い
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④
企
業
と
生
徒
と
の
接
触
は
禁
止

　
企
業
と
生
徒
が
直
接
や
り
と
り
す
る
こ
と
は
禁

止
と
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
学
校
を
通
し
て
の
や
り

取
り
と
な
る
。
厳
し
い
制
約
で
は
あ
る
が
、
一
度
道

筋
が
で
き
る
と
、
翌
年
以
降
も
同
じ
学
校
か
ら
の

生
徒
を
採
用
し
や
す
く
な
る
。

　
企
業
が
抱
え
る
課
題
が
大
き
く
３
つ
あ
る
。

　
１
つ
目
は
求
人
情
報
が
高
校
生
に
届
い
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
。
求
人
票
が
多
す
ぎ
て
、
生
徒
は

全
て
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
２
つ
目
は
、
中
小
企
業
は
求
人
条
件
だ
け
で
大
手

企
業
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と
。
給
料
の
高
さ

や
休
日
の
多
さ
な
ど
、
大
手
の
方
が
待
遇
が
い
い
。

　
３
つ
目
は
、
接
点
が
先
生
だ
け
と
い
う
こ
と
。

先
生
と
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
企

業
が
多
い
。

３
．
間
違
い
だ
ら
け
の
高
卒
新
卒
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ

①
先
生
か
ら
勧
め
て
も
ら
え
て
い
な
い

　
高
卒
の
新
卒
採
用
に
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

時
期
が
限
ら
れ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
訪
問
す
る
高

校
の
選
定
が
重
要
で
あ
り
、
数
を
こ
な
す
必
要
が

あ
る
。
10
校
に
訪
問
し
て
、
１
名
の
職
場
見
学
を

獲
得
で
き
る
程
度
。
郵
送
の
場
合
、
１
０
０
校
に

郵
送
し
て
１
名
程
度
。
行
動
の
量
と
質
に
か
か
っ

て
く
る
。

②
生
徒
に
知
っ
て
も
ら
え
て
い
な
い

　
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
求
人
情
報
を
掲
載
し
て
、
生

徒
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
、
ル
ー
ル
的
に
問

題
が
な
い
。
求
人
サ
イ
ト
や
自
社
の
採
用
サ
イ
ト

を
活
用
し
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、

合
同
企
業
説
明
会
は
、
直
接
生
徒
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
場
な
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

③
生
徒
に
選
ん
で
も
ら
え
な
い

　
同
業
他
社
と
比
較
し
た
時
に
、
求
人
票
の
情
報

が
負
け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
ま
ず
、
採
用
し
た
い
人
物
像
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
会
社

か
、
わ
か
り
や
す
く
書
く
。「
こ
の
会
社
は
私
を

必
要
と
し
て
い
る
」
と
思
え
た
と
き
、
応
募
が
初

め
て
く
る
。
求
人
票
に
は
文
字
し
か
載
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
全
て
使
い
、

い
か
に
自
社
の
魅
力
を
伝
え
る
か
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
ま
た
、
文
字
で
伝
え
る
よ
り
も
、
動
画
で
伝
え

た
方
が
情
報
が
伝
わ
り
や
す
い
場
合
が
あ
る
。
会

社
紹
介
の
動
画
の
作
成
も
是
非
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。

講 師

株式会社ジンジブ　
HRコンサルティング事業部部長

　　　　　　  近藤　海里氏
こ ん ど う　　    か い   り

板橋、加賀
支部ブロック長

大山金井町、熊野町、中丸町、
南町、大山西町、幸町
大山東町、氷川町、栄町、
中板橋、仲町、大山町
仲宿、稲荷台、本町、
富士見町、双葉町、大和町
大谷口、大谷口上町、
小茂根、向原
弥生町、南常盤台、
大谷口北町、東新町、東山町
桜川、上板橋、常盤台

１

２

３

４

５

６

７

１
ブ
ロ
ッ
ク

２
ブ
ロ
ッ
ク

清水町、蓮沼町、泉町、
大原町、宮本町
小豆沢、志村
前野町
西台、中台、若木
坂下、東坂下、相生町、蓮根

高島平
徳丸、四葉、大門

８

９
10
11
12
13

15
16

３
ブ
ロ
ッ
ク

４
ブ
ロ
ッ
ク

新河岸、舟渡
14

赤塚1･2･6･7丁目、赤塚新町
17 成増、赤塚3･4･5･8丁目、三園

５
ブ
ロ
ッ
ク

地  域

吉
田博

之

瓜
生
一
仁

　
　
　須
藤
康
司     

山
上
吉
弘

荒
木秀
幸

７
月
15
日（
金
）、
７
月
に
異
動
が
あ
り

着
任
さ
れ
た
紙
屋
署
長
を
は
じ
め
と
す
る

税
務
署
幹
部
の
方
々
と
、
名
刺
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。板
橋
法
人
会
か
ら
は
、

正
副
会
長
と
事
務
局
長
の
７
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業

の
実
施
等
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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中
小
企
業
に
お
け
る
求
人
倍
率
を
見
た
際
、
高

卒
は
２·

66
倍
に
対
し
、
大
卒
は
５·

３
倍
に
ま
で

高
ま
る
。
さ
ら
に
、
内
定
辞
退
率
を
見
る
と
、
大

卒
は
62·

４
％
に
対
し
、
高
卒
は
わ
ず
か
４
％
に

な
る
。
つ
ま
り
、
採
用
担
当
者
に
と
っ
て
も
、
高

卒
採
用
の
内
定
を
出
し
た
ら
ほ
ぼ
入
社
す
る
と

い
っ
た
状
態
な
の
で
、
無
駄
な
時
間
を
か
け
ず
に

済
む
。

１
．
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
高
卒
採
用
が
増
え
て

　
　
い
る
理
由

　
理
由
と
し
て
、
１
つ
目
が
就
職
を
希
望
す
る
人

よ
り
、
採
用
し
た
い
会
社
の
方
が
多
い
と
い
う
こ

と
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
一
時
は
求
人
が
減
っ

て
い
た
。
現
在
は
だ
い
ぶ
増
え
て
き
て
高
校
生
１

人
に
対
し
２·

５
社
が
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
状
態

な
の
で
、
募
集
を
か
け
て
も
な
か
な
か
人
が
集
ま

ら
な
い
。

２
つ
目
は
、
高
卒
の
人
材
が
予
想
以
上
に
活
躍

８
月
10
日
（
水
）
17
時
か
ら
約
１
時
間
か
け
て
正
副
会
長
全
員
及
び

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
〜
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
５
名
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
出
席
い
た

だ
き
、
正
副
会
長
と
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
よ
る
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
今
後
法
人
会
全
体
、

各
支
部
で
の
活
動
が
盛
ん
に
な
る
前
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
活
動
の

現
状
、
今
後
の
活
動
の
予
定
の
報
告
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
行
動
制
限
が
長
い
間
続
い
て
い
た
の
で
現
時
点
で
明
確
に
活
動
報
告

を
で
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
は
ま
だ
多
く
は
な
く
、
主
に
税
の
知
っ
得

塾
の
実
施
報
告
が
メ
イ
ン
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は

支
部
研
修
会
、
屋
形
船
等
計
画

し
て
い
る
支
部
も
あ
り
、
年
度

中
に
は
あ
る
程
度
の
実
績
が
上

が
り
そ
う
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
長

か
ら
の
報
告
後
に
お
弁
当
を
食

し
な
が
ら
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
に
つ

い
て
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
に
つ
い
て
は

令
和
３
年
６
月
に
発
足
し
て
か

ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限

等
の
た
め
実
際
に
は
活
動
自
体

が
出
来
て
お
ら
ず
実
績
が
無
い

た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
あ
り
方
、

支
部
へ
の
働
き
か
け
の
方
法
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
現
状
の
確
認
と
い
う

こ
と
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、

板
橋
法
人
会
全
体
と
し
て
ブ

ロ
ッ
ク
制
度
を
確
た
る
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
今
後
も
同
様

の
会
議
を
適
宜
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
26
日
（
月
）
16
時
か
ら
法
人
会
館
３
階
会

議
室
に
て
令
和
４
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
板
橋
税
務
署
よ
り
水
野
副
署
長
、
出
原

統
括
官
、
川
原
上
席
の
３
名
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　「
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
」
が
昨
年
度
50

周
年
を
迎
え
、
今
年
度
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
年
間
で

あ
る
こ
と
か
ら
議
事
の
前
に
協
力
３
社
（
大
同
生

命
・
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
・
ア
フ
ラ
ッ
ク
）
か
ら
の
制
度

の
説
明
等
実
施
い
た
だ
き
ま
し
た
。

25
名
の
理
事
の
出
席
が
あ
り
、
監
事
も
１
名
出

席
し
た
の
で
会
議
は
有
効
に
成
立
し
ま
し
た
。

審
議
事
項
、
各
委
員
会
報
告
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
、

報
告
事
項
、
連
絡
事
項
と
各
議
題
に
つ
き
承
認
さ

れ
17
時
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

30
分
の
休
憩
の
あ
と
17
時
30
分
か
ら
板
橋
税
務

署
よ
り
紙
屋
署
長
、
水
野
副
署
長
、
川
原
上
席
に

臨
席
い
た
だ
き
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
前
回
の
令
和
元
年
10
月
か
ら
３
年
ぶ
り
の
開

催
で
し
た
。

　
マ
ス
ク
を

着
け
て
の
歓

談
と
し
、
感

染
対
策
を
取

り
な
が
ら
の

形
で
は
あ
り

ま
し
た
が
和

や
か
に
会
は

進
み
18
時
40

分
に
お
開
き

と
な
り
ま
し

た
。

▲目から鱗のお話が聞けました▲ 大変有意義な時間となりました

正
副
会
長
と
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

板
橋
税
務
署
名
刺
交
換
会

理
事
会
と
意
見
交
換
会

中
小
企
業
の

経
営
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
間
違
い
だ
ら
け
の
高
卒
新
卒
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ

〜
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
施
策
を
伝
授
〜

開
催
日
：
９
月
21
日（
水
）
18
時
〜
19
時
30
分

場  

所
：
板
橋
法
人
会
館
３
階
会
議
室

す
る
こ
と
に
企
業
が
気
づ
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
。

求
人
が
増
え
て
い
る
の
で
、
国
立
大
学
卒
と
い
っ

た
優
秀
層
は
大
手
の
企
業
、
も
し
く
は
メ
ガ
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
言
わ
れ
る
比
較
的
規
模
の
大
き
い
中
小

企
業
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
高
卒
で
就
職
す
る
人
達
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
結
果
、
１
番
多
い
の
が
「
早
期
自
立
・
成
長

の
た
め
」。「
早
く
社
会
に
出
て
活
躍
し
よ
う
と
思
っ

た
」
と
答
え
る
人
が
多
い
。
自
立
し
よ
う
と
思
い

就
職
を
選
ん
で
い
る
。
高
卒
を
採
用
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
、
採
用
コ
ス
ト
が
安
い
こ
と
と
優
秀
層
が
取

り
や
す
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
大
卒
よ
り
も

４
年
早
く
社
会
に
出
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
長
く
活

躍
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
大
人
に
対
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

敬
語
の
使
い
方
、
電
話
対
応
の
仕
方
と
い
っ
た
、

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
教
育
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
．
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
高
卒
採
用
ル
ー
ル

　
高
卒
採
用
ル
ー
ル
と
い
う
の
は
、
国
が
定
め
て

お
り
、
戦
後
70
年
関
わ
っ
て
い
な
い
。
代
表
的
な

ル
ー
ル
と
し
て
、
次
の
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
応
募
は
一
人
一
社
制

②
企
業
Ｐ
Ｒ
は
紙
の
求
人
票（
文
字
の
み
）に
限
る

③
実
質
一
ヶ
月
半
程
度
の
短
い
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④
企
業
と
生
徒
と
の
接
触
は
禁
止

　
企
業
と
生
徒
が
直
接
や
り
と
り
す
る
こ
と
は
禁

止
と
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
学
校
を
通
し
て
の
や
り

取
り
と
な
る
。
厳
し
い
制
約
で
は
あ
る
が
、
一
度
道

筋
が
で
き
る
と
、
翌
年
以
降
も
同
じ
学
校
か
ら
の

生
徒
を
採
用
し
や
す
く
な
る
。

　
企
業
が
抱
え
る
課
題
が
大
き
く
３
つ
あ
る
。

　
１
つ
目
は
求
人
情
報
が
高
校
生
に
届
い
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
。
求
人
票
が
多
す
ぎ
て
、
生
徒
は

全
て
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
２
つ
目
は
、
中
小
企
業
は
求
人
条
件
だ
け
で
大
手

企
業
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と
。
給
料
の
高
さ

や
休
日
の
多
さ
な
ど
、
大
手
の
方
が
待
遇
が
い
い
。

　
３
つ
目
は
、
接
点
が
先
生
だ
け
と
い
う
こ
と
。

先
生
と
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
企

業
が
多
い
。

３
．
間
違
い
だ
ら
け
の
高
卒
新
卒
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ

①
先
生
か
ら
勧
め
て
も
ら
え
て
い
な
い

　
高
卒
の
新
卒
採
用
に
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

時
期
が
限
ら
れ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
訪
問
す
る
高

校
の
選
定
が
重
要
で
あ
り
、
数
を
こ
な
す
必
要
が

あ
る
。
10
校
に
訪
問
し
て
、
１
名
の
職
場
見
学
を

獲
得
で
き
る
程
度
。
郵
送
の
場
合
、
１
０
０
校
に

郵
送
し
て
１
名
程
度
。
行
動
の
量
と
質
に
か
か
っ

て
く
る
。

②
生
徒
に
知
っ
て
も
ら
え
て
い
な
い

　
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
求
人
情
報
を
掲
載
し
て
、
生

徒
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
、
ル
ー
ル
的
に
問

題
が
な
い
。
求
人
サ
イ
ト
や
自
社
の
採
用
サ
イ
ト

を
活
用
し
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、

合
同
企
業
説
明
会
は
、
直
接
生
徒
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
場
な
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

③
生
徒
に
選
ん
で
も
ら
え
な
い

　
同
業
他
社
と
比
較
し
た
時
に
、
求
人
票
の
情
報

が
負
け
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
ま
ず
、
採
用
し
た
い
人
物
像
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
会
社

か
、
わ
か
り
や
す
く
書
く
。「
こ
の
会
社
は
私
を

必
要
と
し
て
い
る
」
と
思
え
た
と
き
、
応
募
が
初

め
て
く
る
。
求
人
票
に
は
文
字
し
か
載
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
全
て
使
い
、

い
か
に
自
社
の
魅
力
を
伝
え
る
か
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
ま
た
、
文
字
で
伝
え
る
よ
り
も
、
動
画
で
伝
え

た
方
が
情
報
が
伝
わ
り
や
す
い
場
合
が
あ
る
。
会

社
紹
介
の
動
画
の
作
成
も
是
非
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。

講 師

株式会社ジンジブ　
HRコンサルティング事業部部長

　　　　　　  近藤　海里氏
こ ん ど う　　    か い   り

板橋、加賀
支部ブロック長

大山金井町、熊野町、中丸町、
南町、大山西町、幸町
大山東町、氷川町、栄町、
中板橋、仲町、大山町
仲宿、稲荷台、本町、
富士見町、双葉町、大和町
大谷口、大谷口上町、
小茂根、向原
弥生町、南常盤台、
大谷口北町、東新町、東山町
桜川、上板橋、常盤台

１

２

３

４

５

６

７

１
ブ
ロ
ッ
ク

２
ブ
ロ
ッ
ク

清水町、蓮沼町、泉町、
大原町、宮本町
小豆沢、志村
前野町
西台、中台、若木
坂下、東坂下、相生町、蓮根

高島平
徳丸、四葉、大門

８

９
10
11
12
13

15
16

３
ブ
ロ
ッ
ク

４
ブ
ロ
ッ
ク

新河岸、舟渡
14

赤塚1･2･6･7丁目、赤塚新町
17 成増、赤塚3･4･5･8丁目、三園

５
ブ
ロ
ッ
ク

地  域

吉
田博

之

瓜
生
一
仁

　
　
　須
藤
康
司     

山
上
吉
弘

荒
木秀

幸

７
月
15
日（
金
）、
７
月
に
異
動
が
あ
り

着
任
さ
れ
た
紙
屋
署
長
を
は
じ
め
と
す
る

税
務
署
幹
部
の
方
々
と
、
名
刺
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。板
橋
法
人
会
か
ら
は
、

正
副
会
長
と
事
務
局
長
の
７
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業

の
実
施
等
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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８
月
27
日
（
土
）、
第
16
支
部
が
中
心
と
な
り
、
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
を

対
象
と
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
講
習
会
を
下
赤
塚
地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
会
場
に
30
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
参
加
者
が

12
名
、
一
部
を
ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
視
聴
も
可
能
と
し
ま
し
た
。

　
昨
年
『
税
の
知
っ
得
塾
』
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
が
、参
加
者
よ
り「
頭
の
中
に
？
マ
ー
ク
が
残
っ
て
い
る
の
で
、

講
習
会
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
？
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
企
画

を
進
め
ま
し
た
。

　
講
習
の
内
容
は
川
原
上
席
か
ら
の
説
明
の
後
に
質
疑
応
答
に
な
り
、

参
加
者
の
疑
問
に
対
し
て
出
原
統
括
調
査
官
よ
り
丁
寧
に
回
答
し
て

い
た
だ
き
、
満
足
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
第
16
支
部
長
を
始
め
役
員
一
丸
と
な
り
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

常
任
理
事
　
シ
ゲ
ル
工
業
㈲
　
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
吉
田
博
之

　
源
泉
部
会
の
「
第
３
回
定
例
講
習
会
」
が
、
９
月
９
日
（
金
）
板
橋

法
人
会
館
３
階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
住
民
税
及
び
そ
の
他
の
地
方
税
の
源
泉
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
心
者
の
た
め
の
住
民
税
実
務
、
そ
の
他
に

つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
事
例
で
の
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
板
橋
区
役
所
課
税
課
の
峯
川
太
一
係
長
を
講
師
と
し
て
説

明
が
行
わ
れ
、
同
時
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行
い
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
来
場
者
へ
マ
ス
ク
着
用
を
促
し
、
入
場
時
の
手
指
の

消
毒
、
座
席
に
十
分
な
間
隔
を
と
り
、
空
調
機
に
よ
る
換
気
を
行
い
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策

を
徹
底
し
て
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
定
例

講
習
会
は
、
あ
と

５
回
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

７
月
26
日
（
火
）
か
ら
28
日
（
木
）の
３
日
間
、
板
橋
第
三
中
学
校

で
実
施
を
し
て
い
る
中
学
生
職
場
体
験
学
習
の
受
入
を
行
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
生
徒
は
、
中
学
二
年
生
の
４
名
。

　
ま
ず
、
法
人
い
た
ば
し
夏
号
の
封
入
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
初
日
は
青
年
部
会
の
皆
さ
ん
と
、
２
日
目
は
大
同
生
命
や
Ａ

Ｉ
Ｇ
の
皆
さ
ん
と
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
を
通
し
、
よ
り
効

率
的
で
効
果
的
な
や
り
方
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
で
く
れ

た
よ
う
で
す
。

　
最
終
日
は
、
板
橋
税
務
署
と
都
税
事
務
所
に
書
類
を
お
届
け
し
ま

し
た
。
普
段
来
る
こ
と
の
な
い
場
所
だ
け
に
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
丁
寧
に
対
応
で
き
て
お
り
感
心
し
ま
し
た
。

公
益
法
人
の
事
務
局
と
い
う
特
殊
な
職
場
で
す
が
、
こ
の
経
験

が
、
残
り
の
学
校
生
活
、
そ
し
て
将
来
に
役
立
て
て
も
ら
え
た
ら

幸
い
で
す
。

▲ 活発な意見交換の場となりました

▲ わかりやすく大変参考になる内容でした

▲ 皆さん、真剣に耳を傾けていらっしゃいました

▲ 初のブロック開催となり、多くの皆様にご参加いただきました

▲ 資料に真剣に目を通す受講者の皆さん

▲ 初めての体験に緊張気味の
生徒さんたち

黙々と封入作業をこなす生徒さんたち▶

オンライン配信には本格的な機材を投入▶

９
月
６
日
（
火
）、
税
理
士
の
田
中
千
税
先
生
を
お
迎
え
し
て
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
費
税
を
計

算
し
仕
入
時
の
税
を
控
除
す
る
た
め
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
を
発
行
す
る
に
は
登
録
業
者
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
登
録
業
者
に
な
り
同
年
10
月
１

日
制
度
開
始
可
能
で
す
。
申
請
前
に
年
間
１
０
０
０
万
円
以
下
の
個

人
事
業
主
や
零
細
企
業
は
課
税
事
業
者
か
免
税
事
業
者
か
を
選
択
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
立
場
の
弱
い
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
下
請
け
に
対
し
て
課
税
事
業

者
に
な
る
よ
う
に
強
制
す
る
の
は
違
法
と
な
り
ま
す
。
先
生
の
説
明

を
受
け
る
ま
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
知
識
が
な
か
っ
た
た
め
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
も
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
参
加
者
同
士
の
親
交
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

第
１
支
部
　
支
部
長
　
㈱
萩
原
商
事
　
萩
原
利
光

７
月
19
日
（
火
）
板
橋
法
人
会
館
に
お
い
て
、
板
橋
税
理
士
会
の

雨
宮
敦
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
税
の
知
っ
得
塾
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
来
年
10
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る

消
費
税
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と
し
ま
し
た
。
大
変
興
味
深
い
内

容
で
あ
っ
た
た
め
、
会
場
参
加
の
他
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
受
講
も
可
能
と

し
た
こ
と
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
る
と
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
初
め
て
の
講
習

で
、
勉
強
に
な
っ
た
」「
丁
寧
か
つ
具
体
的
な
説
明
で
、
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
備
え
、
大
変
参
考
に
な
る
有
意
義
な
研

修
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

    

第
２
支
部
　
副
支
部
長
　
㈱
リ
ン
ク
ス
　
荒
川
雄
一

　
第
４
支
部
で
は
、
昨
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
税
の
知
っ
得
塾
」
を

開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
始
ま

る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と
い
う
、
消
費
税
に
関
す
る
新
た
な
ル
ー

ル
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
７
月
25
日（
月
）、
税
理
士
の

坂
田
覚
先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
、
税
の
知
っ
得
塾
を
開
催
し
ま
し

て
、
当
日
は
18
名
の
会
員
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
消
費
税
の
納
税

義
務
が
免
除
さ
れ
て
い
た
小
規
模
事
業
者
が
、
引
き
続
き
免
税
事
業

者
の
ま
ま
で
い
る
か
、
そ
れ
と
も
課
税
事
業
者
と
な
っ
て
納
税
義
務

を
負
う
か
の
判
断
が
参
加
者
の
中
で
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
点
も
あ
り
、
専
門
家
が
政

府
に
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
状
況
の
様
で
す
。
会
員
か
ら
は
、
再

度
の
講
習
会
開
催
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　    

第
４
支
部
　
支
部
長
　
㈾
浅
川
商
店
　
浅
川
文
夫

税
の
知
っ
得
塾
　
　
　
　
第
１
支
部

イ
ン
ボ
イ
ス
講
習
会

第
５
ブ
ロ
ッ
ク

定
例
講
習
会
を
開
催

中
学
生
職
場
体
験
の
受
入
を
実
施

源
泉
部
会

事
務
局

税
の
知
っ
得
塾
　
　
　
　
第
２
支
部

税
の
知
っ
得
塾
　
　
　
　
第
４
支
部

色々勉強に
なりました

令
和
５
年
10
月
か
ら
「
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

板
橋
法
人
会
で
は
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
事
前
登
録
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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８
月
27
日
（
土
）、
第
16
支
部
が
中
心
と
な
り
、
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
を

対
象
と
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
講
習
会
を
下
赤
塚
地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
会
場
に
30
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
参
加
者
が

12
名
、
一
部
を
ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
視
聴
も
可
能
と
し
ま
し
た
。

　
昨
年
『
税
の
知
っ
得
塾
』
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
が
、参
加
者
よ
り「
頭
の
中
に
？
マ
ー
ク
が
残
っ
て
い
る
の
で
、

講
習
会
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
？
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
企
画

を
進
め
ま
し
た
。

　
講
習
の
内
容
は
川
原
上
席
か
ら
の
説
明
の
後
に
質
疑
応
答
に
な
り
、

参
加
者
の
疑
問
に
対
し
て
出
原
統
括
調
査
官
よ
り
丁
寧
に
回
答
し
て

い
た
だ
き
、
満
足
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
第
16
支
部
長
を
始
め
役
員
一
丸
と
な
り
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

常
任
理
事
　
シ
ゲ
ル
工
業
㈲
　
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
吉
田
博
之

　
源
泉
部
会
の
「
第
３
回
定
例
講
習
会
」
が
、
９
月
９
日
（
金
）
板
橋

法
人
会
館
３
階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
住
民
税
及
び
そ
の
他
の
地
方
税
の
源
泉
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
心
者
の
た
め
の
住
民
税
実
務
、
そ
の
他
に

つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
事
例
で
の
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
板
橋
区
役
所
課
税
課
の
峯
川
太
一
係
長
を
講
師
と
し
て
説

明
が
行
わ
れ
、
同
時
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行
い
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
来
場
者
へ
マ
ス
ク
着
用
を
促
し
、
入
場
時
の
手
指
の

消
毒
、
座
席
に
十
分
な
間
隔
を
と
り
、
空
調
機
に
よ
る
換
気
を
行
い
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策

を
徹
底
し
て
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
定
例

講
習
会
は
、
あ
と

５
回
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

７
月
26
日
（
火
）
か
ら
28
日
（
木
）の
３
日
間
、
板
橋
第
三
中
学
校

で
実
施
を
し
て
い
る
中
学
生
職
場
体
験
学
習
の
受
入
を
行
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
生
徒
は
、
中
学
二
年
生
の
４
名
。

　
ま
ず
、
法
人
い
た
ば
し
夏
号
の
封
入
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
初
日
は
青
年
部
会
の
皆
さ
ん
と
、
２
日
目
は
大
同
生
命
や
Ａ

Ｉ
Ｇ
の
皆
さ
ん
と
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
を
通
し
、
よ
り
効

率
的
で
効
果
的
な
や
り
方
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
で
く
れ

た
よ
う
で
す
。

　
最
終
日
は
、
板
橋
税
務
署
と
都
税
事
務
所
に
書
類
を
お
届
け
し
ま

し
た
。
普
段
来
る
こ
と
の
な
い
場
所
だ
け
に
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
丁
寧
に
対
応
で
き
て
お
り
感
心
し
ま
し
た
。

公
益
法
人
の
事
務
局
と
い
う
特
殊
な
職
場
で
す
が
、
こ
の
経
験

が
、
残
り
の
学
校
生
活
、
そ
し
て
将
来
に
役
立
て
て
も
ら
え
た
ら

幸
い
で
す
。

▲ 活発な意見交換の場となりました

▲ わかりやすく大変参考になる内容でした

▲ 皆さん、真剣に耳を傾けていらっしゃいました

▲ 初のブロック開催となり、多くの皆様にご参加いただきました

▲ 資料に真剣に目を通す受講者の皆さん

▲ 初めての体験に緊張気味の
生徒さんたち

黙々と封入作業をこなす生徒さんたち▶

オンライン配信には本格的な機材を投入▶

９
月
６
日
（
火
）、
税
理
士
の
田
中
千
税
先
生
を
お
迎
え
し
て
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
費
税
を
計

算
し
仕
入
時
の
税
を
控
除
す
る
た
め
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
を
発
行
す
る
に
は
登
録
業
者
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
登
録
業
者
に
な
り
同
年
10
月
１

日
制
度
開
始
可
能
で
す
。
申
請
前
に
年
間
１
０
０
０
万
円
以
下
の
個

人
事
業
主
や
零
細
企
業
は
課
税
事
業
者
か
免
税
事
業
者
か
を
選
択
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
立
場
の
弱
い
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
下
請
け
に
対
し
て
課
税
事
業

者
に
な
る
よ
う
に
強
制
す
る
の
は
違
法
と
な
り
ま
す
。
先
生
の
説
明

を
受
け
る
ま
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
知
識
が
な
か
っ
た
た
め
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
も
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
参
加
者
同
士
の
親
交
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

第
１
支
部
　
支
部
長
　
㈱
萩
原
商
事
　
萩
原
利
光

７
月
19
日
（
火
）
板
橋
法
人
会
館
に
お
い
て
、
板
橋
税
理
士
会
の

雨
宮
敦
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
税
の
知
っ
得
塾
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
来
年
10
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る

消
費
税
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と
し
ま
し
た
。
大
変
興
味
深
い
内

容
で
あ
っ
た
た
め
、
会
場
参
加
の
他
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
受
講
も
可
能
と

し
た
こ
と
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
る
と
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
初
め
て
の
講
習

で
、
勉
強
に
な
っ
た
」「
丁
寧
か
つ
具
体
的
な
説
明
で
、
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
備
え
、
大
変
参
考
に
な
る
有
意
義
な
研

修
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

    

第
２
支
部
　
副
支
部
長
　
㈱
リ
ン
ク
ス
　
荒
川
雄
一

　
第
４
支
部
で
は
、
昨
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
税
の
知
っ
得
塾
」
を

開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
始
ま

る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と
い
う
、
消
費
税
に
関
す
る
新
た
な
ル
ー

ル
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
７
月
25
日（
月
）、
税
理
士
の

坂
田
覚
先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
、
税
の
知
っ
得
塾
を
開
催
し
ま
し

て
、
当
日
は
18
名
の
会
員
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
消
費
税
の
納
税

義
務
が
免
除
さ
れ
て
い
た
小
規
模
事
業
者
が
、
引
き
続
き
免
税
事
業

者
の
ま
ま
で
い
る
か
、
そ
れ
と
も
課
税
事
業
者
と
な
っ
て
納
税
義
務

を
負
う
か
の
判
断
が
参
加
者
の
中
で
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
点
も
あ
り
、
専
門
家
が
政

府
に
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
状
況
の
様
で
す
。
会
員
か
ら
は
、
再

度
の
講
習
会
開
催
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　    

第
４
支
部
　
支
部
長
　
㈾
浅
川
商
店
　
浅
川
文
夫

税
の
知
っ
得
塾
　
　
　
　
第
１
支
部

イ
ン
ボ
イ
ス
講
習
会

第
５
ブ
ロ
ッ
ク

定
例
講
習
会
を
開
催

中
学
生
職
場
体
験
の
受
入
を
実
施

源
泉
部
会

事
務
局

税
の
知
っ
得
塾
　
　
　
　
第
２
支
部

税
の
知
っ
得
塾
　
　
　
　
第
４
支
部

色々勉強に
なりました

令
和
５
年
10
月
か
ら
「
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

板
橋
法
人
会
で
は
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
事
前
登
録
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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ー税務署だよりーー都税事務所通信ー

年末調整等に関するパンフレットの一律送付の見直しについて
　税務行政につきましては、日頃から深い御理解と多大な御協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　さて、経済社会のデジタル化が一段と進展する中、行政についてもデジタル化を進めていくことが重要となって
おり、年末調整に係る情報提供についてもデジタル化に転換していく必要があるほか、社会全体の効率化及び行政
コスト抑制の観点から、「年末調整のしかた」、「源泉徴収税額表」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成
と提出の手引」の一律送付を見直すこととし、代わりに、税制改正の概要のほか、年末調整の手順や法定調書の作
成のしかた等を解説した動画やパンフレット等を掲載した国税庁ホームページ（年末調整がよくわかるページ）を
案内したリーフレットを一律送付することといたしましたので、その旨を連絡させていただきます。
　何卒ご理解いただきますよう、お願い申し上げます。
　なお、令和４年分の年末調整等に関するパンフレットは、「年末調整がよくわかるページ」
jp/users/gensen/nencho/index.htm）に令和４年９月 22日（木）より掲載しております。
　また、年末調整等説明会につきましては、令和３年以降実施しないことになっておりますが、関係民間団体が実
施する各種研修会等における年末調整に関する説明に係る講師派遣依頼に対しましては、積極的に対応してまいり
たいと考えておりますので、引き続き、よろしくお願いいたします。
※　年末調整等関係用紙につきましては、令和４年 10月 24日( 月 )から、板橋税務署において配布することを予定しております。

　これまでの年末調整では、従業員は保険会社から保険料控除証明を書面（ハガキ）で受け取り、それを基に手書
きで保険料控除申告書を作成して書面で勤務先に提出するなど、年末調整の一連の手続きを書面で行っていました。
　この一連の手続きが電子化されると、従業員は控除証明書を電子データで受け取り、当該データを電子化に対応
した民間ソフトウェアや国税庁が提供する年末調整控除申告書作成用ソフトウェア（通称「年調ソフト」）にインポー
トすることで、各種控除申告書をデータ作成しメール等で勤務先に提出することができるようになります。
　なお、詳細については、国税庁ホームページの「年末調整手続の電子化に向けた取組について」　
nta.go.jp/users/gensen/nenmatsu/nencho.htm）をご覧ください。

（勤務先のメリット）
①　保険料控除等の控除額の検算が不要
②　控除証明書等のチェック事務が削減（従業員が控除証明書等データを利用した場合）
③　従業員からの問い合せが減少
④　年末調整関係書類の保管コストが削減
（従業員のメリット）
①　控除額等の記入・手計算が不要
②　控除証明書等データを紛失しても再交付依頼が不要
③　勤務先からの問合せが減少

【問合せ先】
○　源泉所得税関係について
　　板橋税務署　源泉所得税担当　03-3962-4151　内線　23321～ 23324
○　法定調書関係について
　　板橋税務署　管理運営部門　　03-3962-4151　内線　23241
○　用紙請求（区役所関係）、給与支払報告書及び住民税特別徴収について
　　板橋区役所　総務部　課税課　課税第一～第四係　03-3579-2101（直通）

年末調整手続の電子化って何？

電子化のメリットとは？

中小企業者向け省エネ促進税制
法人事業税・個人事業税の減免

【お問合せ先】
　●中小企業者向け省エネ促進税制に関すること
　　・所管都税事務所の法人事業税・個人事業税班（豊島都税事務所　03-3981-1211）
　　・主税局課税部法人課税指導課 （法人事業税班）　03-5388-2963
　　・主税局課税部課税指導課　　 （個人事業税班）　03-5388-2969
　●地球温暖化対策報告書制度・導入推奨機器に関すること
　　東京都地球温暖化防止活動推進センター（クール・ネット東京）　03-5990-5091

「地球温暖化対策報告書」等を提出した中小企業者
・資本金１億円以下の法人等、個人事業者が該当します。

次の要件を満たすもの
①特定地球温暖化対策事業所等以外の事業所において取得されたもの
　・特定地球温暖化対策事業所等とは、３年連続消費エネルギー量 1,500kl 以上の事業所をいいます。
②「省エネルギー設備及び再生可能エネルギー設備」（減価償却資産）で、東京都が導入推奨機器として指
　定したもの＊（指定された導入推奨機器は、環境局のホームページで公表しています。）
＊空調設備（エアコンディショナー、ガスヒートポンプ式冷暖房機）
＊照明設備（ LED照明器具、LED誘導灯器具）
＊小型ボイラー設備（小型ボイラー類）
＊再生可能エネルギー設備（太陽光発電システム、太陽熱利用システム）

設備の取得価額（上限2,000万円）の２分の１を、取得事業年度の法人事業税額又は取得年の所得に対して
翌年度に課税される個人事業税額から減免
ただし、当期事業税額の２分の１が限度
※減免しきれなかった額は、（法人）翌事業年度等、（個人）翌年度の事業税額から減免可

（法人）令和８年３月30日までに終了する各事業年度に設備を取得し、事業の用に供した場合に適用
（個人）令和７年12月31日までに設備を取得し、事業の用に供した場合に適用

減免を受けるためには、事業税の納期限（申告書の提出期限の延長承認を受けている法人の場合は、その延
長された日）までに、減免申請書及び必要書類を提出してください。
なお、申請期限を過ぎますと減免を受けることができませんのでご注意ください。

対 象 者

対象設備

減 免  額

対象期間

減免手続

◆詳しくは主税局ホームページ内「〈東京版〉環境減税について」をご覧ください！

主税局　環境減税 詳しい案内やＱ＆Ａも掲載しています。検 索

　東京都では、中小企業者が地球温暖化対策の一環として行う省エネルギー設備等の取得を税制面
から支援するため、都内の中小規模事業所等において、特定の省エネルギー設備等を取得した場合に、
法人事業税、個人事業税を減免しています。

【中小企業者向け省エネ促進税制の概要】

（https://www.nta.go.

（https://www.
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年末調整等に関するパンフレットの一律送付の見直しについて
　税務行政につきましては、日頃から深い御理解と多大な御協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　さて、経済社会のデジタル化が一段と進展する中、行政についてもデジタル化を進めていくことが重要となって
おり、年末調整に係る情報提供についてもデジタル化に転換していく必要があるほか、社会全体の効率化及び行政
コスト抑制の観点から、「年末調整のしかた」、「源泉徴収税額表」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成
と提出の手引」の一律送付を見直すこととし、代わりに、税制改正の概要のほか、年末調整の手順や法定調書の作
成のしかた等を解説した動画やパンフレット等を掲載した国税庁ホームページ（年末調整がよくわかるページ）を
案内したリーフレットを一律送付することといたしましたので、その旨を連絡させていただきます。
　何卒ご理解いただきますよう、お願い申し上げます。
　なお、令和４年分の年末調整等に関するパンフレットは、「年末調整がよくわかるページ」
jp/users/gensen/nencho/index.htm）に令和４年９月 22日（木）より掲載しております。
　また、年末調整等説明会につきましては、令和３年以降実施しないことになっておりますが、関係民間団体が実
施する各種研修会等における年末調整に関する説明に係る講師派遣依頼に対しましては、積極的に対応してまいり
たいと考えておりますので、引き続き、よろしくお願いいたします。
※　年末調整等関係用紙につきましては、令和４年 10月 24日( 月 )から、板橋税務署において配布することを予定しております。

　これまでの年末調整では、従業員は保険会社から保険料控除証明を書面（ハガキ）で受け取り、それを基に手書
きで保険料控除申告書を作成して書面で勤務先に提出するなど、年末調整の一連の手続きを書面で行っていました。
　この一連の手続きが電子化されると、従業員は控除証明書を電子データで受け取り、当該データを電子化に対応
した民間ソフトウェアや国税庁が提供する年末調整控除申告書作成用ソフトウェア（通称「年調ソフト」）にインポー
トすることで、各種控除申告書をデータ作成しメール等で勤務先に提出することができるようになります。
　なお、詳細については、国税庁ホームページの「年末調整手続の電子化に向けた取組について」　
nta.go.jp/users/gensen/nenmatsu/nencho.htm）をご覧ください。

（勤務先のメリット）
①　保険料控除等の控除額の検算が不要
②　控除証明書等のチェック事務が削減（従業員が控除証明書等データを利用した場合）
③　従業員からの問い合せが減少
④　年末調整関係書類の保管コストが削減
（従業員のメリット）
①　控除額等の記入・手計算が不要
②　控除証明書等データを紛失しても再交付依頼が不要
③　勤務先からの問合せが減少

【問合せ先】
○　源泉所得税関係について
　　板橋税務署　源泉所得税担当　03-3962-4151　内線　23321～ 23324
○　法定調書関係について
　　板橋税務署　管理運営部門　　03-3962-4151　内線　23241
○　用紙請求（区役所関係）、給与支払報告書及び住民税特別徴収について
　　板橋区役所　総務部　課税課　課税第一～第四係　03-3579-2101（直通）

年末調整手続の電子化って何？

電子化のメリットとは？

ー都税事務所通信ー

中小企業者向け省エネ促進税制
法人事業税・個人事業税の減免

【お問合せ先】
　●中小企業者向け省エネ促進税制に関すること
　　・所管都税事務所の法人事業税・個人事業税班（豊島都税事務所　03-3981-1211）
　　・主税局課税部法人課税指導課 （法人事業税班）　03-5388-2963
　　・主税局課税部課税指導課　　 （個人事業税班）　03-5388-2969
　●地球温暖化対策報告書制度・導入推奨機器に関すること
　　東京都地球温暖化防止活動推進センター（クール・ネット東京）　03-5990-5091

「地球温暖化対策報告書」等を提出した中小企業者
・資本金１億円以下の法人等、個人事業者が該当します。

次の要件を満たすもの
①特定地球温暖化対策事業所等以外の事業所において取得されたもの
　・特定地球温暖化対策事業所等とは、３年連続消費エネルギー量 1,500kl 以上の事業所をいいます。
②「省エネルギー設備及び再生可能エネルギー設備」（減価償却資産）で、東京都が導入推奨機器として指
　定したもの＊（指定された導入推奨機器は、環境局のホームページで公表しています。）
＊空調設備（エアコンディショナー、ガスヒートポンプ式冷暖房機）
＊照明設備（ LED照明器具、LED誘導灯器具）
＊小型ボイラー設備（小型ボイラー類）
＊再生可能エネルギー設備（太陽光発電システム、太陽熱利用システム）

設備の取得価額（上限2,000万円）の２分の１を、取得事業年度の法人事業税額又は取得年の所得に対して
翌年度に課税される個人事業税額から減免
ただし、当期事業税額の２分の１が限度
※減免しきれなかった額は、（法人）翌事業年度等、（個人）翌年度の事業税額から減免可

（法人）令和８年３月30日までに終了する各事業年度に設備を取得し、事業の用に供した場合に適用
（個人）令和７年12月31日までに設備を取得し、事業の用に供した場合に適用

減免を受けるためには、事業税の納期限（申告書の提出期限の延長承認を受けている法人の場合は、その延
長された日）までに、減免申請書及び必要書類を提出してください。
なお、申請期限を過ぎますと減免を受けることができませんのでご注意ください。

対 象 者

対象設備

減 免  額

対象期間

減免手続

◆詳しくは主税局ホームページ内「〈東京版〉環境減税について」をご覧ください！

主税局　環境減税 詳しい案内やＱ＆Ａも掲載しています。検 索

　東京都では、中小企業者が地球温暖化対策の一環として行う省エネルギー設備等の取得を税制面
から支援するため、都内の中小規模事業所等において、特定の省エネルギー設備等を取得した場合に、
法人事業税、個人事業税を減免しています。

【中小企業者向け省エネ促進税制の概要】

（https://www.nta.go.

（https://www.
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▲子供たちに大人気の税金落語。奇案亭蔵彦こと片岡耕一さん

▲子供たちの回答によって完成した税金パネルボード
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メンバーズフォーラム最新作、YouTubeにて配信中！

株式会社 SYSTEM SERVER 清水虹輝さん

会員のお仕事や活動を紹介するメン
バーズフォーラム。
最新作は株式会社
SYSTEM SERVER
の清水虹輝さんです。
是非ご覧ください！
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支
部 法人名 所在地 電話番号 代表者 業　種 推　薦

2 （株） アメニシティ 板橋区大山金井町 47- 6 
グリーン大山西館 102 5917-4533 山口　輝成 不動産業 本人

4 （合） 石材メンテナンスPLUS ONE 板橋区大和町 9- 7 5944-1731 石川　雪江 石材メンテナンス 本人

4 （有）トータルコミュニティサービス 板橋区本町 16- 1 4363-6648 武田　識史 サービス業 本人

6  （株）  鈴商 板橋区南常盤台 1-30- 7-1101 5926-6905 鈴木　和彦 建設業 本人

6
 （株） ジェイアイエヌ 板橋区南常盤台 2-25-10-306 6912-7638 鈴木　寿子 システム開発、コンサル

ティング 本人

       業務に即するソフト開発、RPA 導入を得意としています。

15
（株） ａｉｂｏｒｎ 板橋区徳丸 4 -10- 3 070-8331-

8813 正門　　愛 業務改善
コンサルタント業 本人

       今話題の RPA で事務作業を効率化。社内資源の有効活用をしませんか？是非一度お気軽にご相談ください。

会員の方は、左の法人会員の証紙を切り取って、法人確定申告書別表１の「欄外
左下余白」に貼付してください。e-Taxご利用の場合は「法人事業概況説明書
の16の加入組合等の状況」欄に（公社）板橋法人会と入力してください。
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タイトル：瑠璃色の駅舎と秋の空
撮  影 者：小板橋太郎兵衛
撮影場所：ときわ台駅
住      所：東京都板橋区常盤台 1-43

2018年にリニューアルしたときわ
台駅北口駅舎。1935年開業当時の
デザインや色使いを再現した大谷石
造りの瀟洒な洋風建築と、晴天の青
い空が素敵でした。

表紙写真について コメ
ント

板橋法人会では広報誌「法人いたばし」の表紙を飾る写真を広く募集しております。
詳細は板橋法人会ホームページをご覧ください。

法人会新規加入者ご紹介
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